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病院がまた遠くなる
高村　忠範

　
夏
休
み
も
後

半
と
も
な
る

と
、
い
つ
も
言

い
古
さ
れ
た
言

葉
、「
孫
は
来
て

よ
し
、
帰
っ
て

よ
し
」
を
実
感

す
る
。
自
分
た
ち
の
子
育
て

中
、
親
孝
行
に
名
を
借
り
て

の
ん
き
に
帰
省
し
て
い
た

が
、
き
っ
と
実
家
で
は
う
れ

し
さ
と
大
変
さ
半
々
で
、
世

話
し
て
く
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
今
頃
思
い
至
っ
て
い
る

▼
実
家
も
帰
省
も
、
故
郷

あ
っ
て
の
こ
と
。
私
の
故
郷

は
青
森
の
田
舎
、
わ
が
子
達

の
故
郷
は
わ
が
家
。
さ
て
孫

達
の
故
郷
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
か
▼
異
常
気
象
は
常
態

化
、
そ
の
結
果
、
日
本
は
熱

帯
化
し
、
雨
は
ス
コ
ー
ル
と

な
る
。
今
年
は
広
島
を
は
じ

め
、
多
く
の
場
所
で
命
も
故

郷
も
失
わ
れ
て
い
る
。
平
穏

な
日
常
が
突
然
の
土
砂
に
奪

わ
れ
る
恐
怖
は
想
像
を
絶
す

る
。
テ
レ
ビ
は
土
砂
の
中
、

必
死
で
被
災
者
を
探
す
人
々

の
姿
を
繰
り
返
し
報
道
し
て

い
る
。
3
年
半
前
に
は
津
波

と
福
島
の
原
発
事
故
で
多
く

の
人
が
命
と
故
郷
を
奪
わ
れ

た
▼
日
本
は
温
暖
で
美
し

く
、
安
全
で
平
和
な
国
で

あ
っ
た（
は
ず
で
あ
る
）。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は

過
酷
な
気
象
と
放
射
能
汚

染
、
危
険
で
平
和
で
は
な
い

国
に
な
っ
て
い
く
不
安
を
覚

え
る
。
子
ど
も
や
孫
達
に
、

私
達
が
経
験
し
た
よ
う
な
故

郷
を
残
し
て
あ
げ
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
。
そ
れ
を
自
分

の
課
題
と
し
て
地
道
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。（
K
・
U
）

（ ）1
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街

崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖
崖

　
8
月
　
日
未
明
に
発
生
し

20

た
広
島
市
の
大
規
模
土
砂
災

害
で
、
避
難
所
な
ど
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

市
民
に
医
師
ら
が
訪
問
す
る

巡
回
診
療
が
連
日
取
り
組
ま

れ
た
。　
日
夜
は
、
広
島
共

22

立
病
院
（
村
田
裕
彦
院
長
）

の
　
人
で
5
カ
所
の
避
難
所

14
を
訪
問
。青
木
克
明
医
師（
広

島
県
保
険
医
協
会
）
は
看
護

師
2
人
と
安
佐
南
区
緑
井
6

丁
目
の
佐
東
公
民
館
に
。「
な

じ
み
の
場
所
だ
が
4
0
0
人

ほ
ど
の
避
難
者
が
お
り
驚
い

た
」
と
い
う
。

巡回診療、健康相談…
広島土砂災害被災地で
医師・歯科医師らが支援

　
胃
が
ん
手
術
直
後
の
女
性

か
ら
傷
の
痛
み
を
相
談
さ
れ

診
察
し
た
が
大
事
な
く
、
創

傷
保
護
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ

た
。
不
眠
で
持
病
の
頭
痛
が

ひ
ど
く
な
り
常
用
薬
が
も
ら

え
な
い
か
と
話
す
女
性
や
、

避
難
者
の
飼
い
猫
に
手
を
か

参
加
。八
木
、緑
井
地
区
で
健

康
相
談
や
、民
家
の
土
砂
の

除
去
作
業
な
ど
を
支
援
し

た
。
　
緑
井
8
丁
目
は
死
者
・
行

方
不
明
3
人
を
出
し
た
。道
路

が
激
流
の
川
と
な
り
膨
大
な

土
砂
と
と
も
に
車
3
台
と
墓

石
な
ど
が
埋
め
尽
く
し
て
、こ

れ
よ
り
上
の
家
屋
は
ほ
ぼ
孤

立
。す
ぐ
下
の
民
家
は
　
セ
50

ン
チ
の
土
砂
で
住
民
の
出
入

り
に
支
障
が
出
て
い
た
が
袋

に
詰
め
て
取
り
除
い
た
。

　
熱
中
症
の
危
険
が
あ
る
た

め
住
民
に
水
分
を
取
る
こ
と

な
ど
を
看
護
師
ら
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。
住
民
の
1
人
は

「
膨
大
な
土
砂
の
撤
去
と
健

康
相
談
に
も
乗
っ
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。
避
難
の
長
期
化

が
予
想
さ
れ
る
た
め
保
険
医

協
会
な
ど
で
は
支
援
体
制
を

整
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
理
事
・
杉
山
正
隆
、写
真
も
）

恩
温

桶
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桶
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桶
桶
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広島市安佐南区緑井8丁目では民家の中に50センチ
近く積もった土砂を歯科医師やスタッフらがスコップ
で掻き出し袋詰めしてトラックに積み込んだ。

本
号
は
  

全
医
師
・
歯
科
医
師
P
R
号

未
入
会
の
医
師
、歯
科
医
師
の
先
生
方
に
も
お
送
り
し
て
い
ま
す
  

　
8
月
　
日
に
発
表
さ
れ
た

22

日
弁
連
の
「
健
康
保
険
法
等

に
基
づ
く
指
導
・
監
査
制
度

の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
」

は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
各
都

道
府
県
知
事
に
提
出
さ
れ

た
。

　
意
見
書
は
、「
指
導
・
監
査

が
、
保
険
医
等
に
対
す
る
診

療
報
酬
の
返
還
請
求
や
保
険

医
指
定
取
消
処
分
な
ど
の
不

利
益
処
分
に
至
る
性
格
を
有

し
て
い
る
」
と
し
て
、
対
象

と
な
る
保
険
医
な
ど
の
「
適

正
な
手
続
的
処
遇
を
受
け
る

権
利
」
を
保
障
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
▽
選
定
理
由

の
開
示
▽
指
導
対
象
と
す
る

カ
ル
テ
に
つ
き
、
準
備
の
時

間
的
余
裕
の
あ
る
指
定
▽
指

導
へ
の
弁
護
士
の
立
会
権
▽

録
音
の
権
利
▽
患
者
調
査
に

対
す
る
配
慮
▽
中
断
手
続
の

適
正
な
運
用
▽
指
導
と
監
査

の
機
関
の
分
離
お
よ
び
苦
情

申
立
手
続
の
確
立
―
の
7
点

を
指
摘
し
、
改
善
、
配
慮
、

検
討
を
求
め
て
い
る
。

　
日
弁
連
に
よ
れ
ば
、
今
回

ま
れ
た
子
ど
も

も
。
犬
が
2
匹
廊

下
を
歩
い
て
い
た

が
、「
緊
急
事
態
な

の
で
や
む
を
得
な

い
。
ペ
ッ
ト
預
か

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
必
要
と
思

う
」
と
青
木
医
師

は
話
す
。

　
　
日
に
は
、全

24
日
本
民
医
連
、医

療
福
祉
生
協
連
、

医
労
連
な
ど
の
医

師
・
歯
科
医
師
や

看
護
師
ら
1
0
0

人
が
被
災
地
で
の

災
害
支
援
活
動
に

ゴジラに込めた
平和の願い

対談
 宝
田
　
明
 さ
ん（
俳
優
）

 住
江
憲
勇
 保
団
連
会
長

12面

日
弁
日
弁
連連
が
是
正
を
提

が
是
正
を
提
言言

保
険
医
の
申
立
て
に
応
え

の
意
見
書
取
り
ま
と
め
は
、

医
師
、
歯
科
医
師
ら
か
ら
指

導
、
監
査
の
あ
り
方
に
関
し

て
日
弁
連
に
人
権
救
済
申
し

立
て
が
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
調
査
し
た
結
果
を
踏
ま

え
た
も
の
。
指
導
、
監
査
行

政
を
保
険
医
の
人
格
と
尊
厳

を
守
り
、
患
者
が
必
要
な
医

療
を
受
け
る
た
め
の
人
権
上

の
課
題
と
し
て
正
面
に
位
置

づ
け
た
。

対
策
と
改
善
へ
の
　

取
り
組
み
引
き
続
き

　
保
険
医
協
会
・
医
会
と
保

団
連
は
、
医
療
機
関
へ
の
審

査
、
指
導
、
監
査
へ
の
対
策

と
し
て
、
カ
ル
テ
記
載
の
研

究
会
、
模
擬
個
別
指
導
講
習

会
、
テ
キ
ス
ト
の
発
行
、
個

別
指
導
に
係
る
相
談
・
支
援

や
弁
護
士
帯
同
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

審
査
、
指
導
、
監
査
の
改
善

に
向
け
て
、
厚
労
省
、
地
方

厚
生
局
、
支
払
基
金
へ
の
要

請
、
懇
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
国
が
診
療
報
酬
本
体
か
ら

の
薬
価
財
源
の
切
り
離
し
、

都
道
府
県
ご
と
の
医
療
費
支

出
目
標
の
設
定
な
ど
で
医
療

費
抑
制
・
削
減
を
強
め
る
中
、

保
険
医
の
裁
量
権
を
正
当
に

認
め
る
審
査
、
保
険
医
の
人

権
が
守
ら
れ
る
指
導
、
監
査

の
改
善
は
ま
す
ま
す
重
要

だ
。
保
団
連
は
、
他
団
体
と

も
協
力
・
連
携
し
て
、
取
り

組
み
を
強
め
て
い
く
。

　
保
険
医
に
対
す
る
指
導
や
監
査
制
度
に
つ
き
日
本
弁

護
士
連
合
会（
日
弁
連
）が
是
正
を
求
め
る
意
見
書
を
発

表
し
た
。人
権
や
経
営
を
脅
か
す
と
し
て
、保
険
医
ら
が

救
済
申
し
立
て
を
し
て
い
た
こ
と
に
応
え
た
も
の
だ
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保
団
連
）、各
地
の
保
険
医

協
会
・
医
会
は
、保
険
医
の
人
権
を
守
り
、患
者
が
必
要

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、審
査
、指

導
、監
査
の
改
善
を
求
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
海
底
深
く
眠
っ
て
い
た
古
代
の
怪

獣
が
水
爆
実
験
で
目
覚
め
、
東
京
の

街
を
襲
う
―
。

　
東
宝
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
の
第
一
作

が
1
9
5
4
年
に
封
切
ら
れ
て
か
ら

今
年
で
　
年
。
シ
リ
ー
ズ
は
全
　
作

60

28

を
数
え
る
国
民
的
な
人
気
作
品
と

な
っ
た
。
今
夏
に
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

リ
メ
イ
ク
版
も
公
開
さ
れ
話
題
を
呼

ん
だ
。

　「
ゴ
ジ
ラ
」
第
一
作
の
主
演
俳
優
・

宝
田
明
さ
ん
は
「『
ゴ
ジ
ラ
』
は
単
な

る
モ
ン
ス
タ
ー
映
画
で
は
な
い
。
戦

後
日
本
の
平
和
の
願
い
を
託
し
て
い

る
」
と
話
す
。

　
映
画
か
ら
戦
争
の
記
憶
、
日
本
社

会
の
未
来
ま
で
住
江
会
長
と
縦
横
に

語
り
あ
っ
た
。 政策解説

医
療
費
抑
制
  都
道
府
県
に
や
ら
せ
る

政
府
の
医
療
制
度
改
革
の
柱
  

3面

指導、監査



（第三種郵便物認可）201４年９月５日 第2619号 （ ）２

　各都道府県の保険医協会・保
険医会でつくる連合体です。保
険医協会・医会には医師・歯科
医師10万4000人が加入して
います。
　保険医の生活と権利を守り、
国民医療の向上を目的として、
診療報酬改善、保険診療充実の
運動を医科・歯科一体で進めて
います。

全国保険医団体連合会
(保団連）

保険医協会、医会への
入会を呼び掛けます外

全国保険医団体連合会  副会長　高本英司

 　
先
だ
っ
て
提
案
さ
れ
た

「
選
択
療
養
」
に
は
、
対
象

と
な
る
保
険
外
診
療
の
安
全

性
や
有
効
性
の
担
保
が
な
い

と
、
日
医
や
患
者
団
体
な
ど

か
ら
批
判
が
相
次
い
だ
。「
患

者
申
出
療
養
」
は
、
臨
床
研

究
中
核
病
院
や
国
が
安
全
性

な
ど
の
確
認
を
行
う
点
が
異

な
る
（
図
）。
し
か
し
「
そ
れ

な
ら
、
未
承
認
薬
の
承
認
や

保
険
適
用
を
迅
速
に
行
う
の

が
本
筋
だ
。
短
期
間
の
安
全

性
の
確
認
で
、
保
険
外
の
診

療
を
行
う
の
は
危
険
」
と
、

「
卵
巣
が
ん
体
験
者
の
会
ス

マ
イ
リ
ー
」
代
表
の
片
木
美

穂
氏
は
指
摘
す
る
。「
こ
の
制

度
で
は
、
医
療
知
識
の
乏
し

い
患
者
に
、
副
作
用
な
ど
の

　
患
者
の
申
し
出
に
よ
り
、
混
合
診
療
を
大
幅
に
拡
大

す
る
「
患
者
申
出
療
養
」（
仮
称
）。
来
年
の
通
常
国
会

で
の
関
連
法
案
提
出
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
が
ん
や
難
病

と
た
た
か
う
患
者
が
、
最
新
の
医
療
を
よ
り
少
な
い
費

用
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
が
、
当
の
患

者
か
ら
は
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

リ
ス
ク
を
自
己
責
任
で
負
わ

せ
る
こ
と
に
な
る
」。　

月
1
0
0
万
円

超
の
が
ん
治
療
薬

　
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
会

「
グ
ル
ー
プ
・
ネ
ク
サ
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
」
の
天
野
慎
介
代

表
は
、「
治
療
薬
の
保
険
収
載

を
き
ち
ん
と
担
保
す
べ
き
」

と
話
す
。
が
ん
の
治
療
薬
は

高
額
だ
。
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

米
国
や
欧
州
で
承
認
さ
れ
、

日
本
で
は
未
承
認
の
が
ん
治

療
薬
　
種
類
の
う
ち
、　
種

41

24

類
は
薬
代
が
円
換
算
で
月
に

1
0
0
万
円
を
超
え
る
。「
た

と
え
未
承
認
薬
に
よ
る
治
療

が
認
め
ら
れ
て
も
、
治
療
薬

が
高
額
な
ま
ま
で
は
、
現
実

に
は
患
者
は
治
療
を
受
け
ら

れ
な
い
」。

　
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協

議
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
難

病
患
者
の
約
半
数
は
年
収
2

0
0
万
円
未
満
。
代
表
理
事

の
伊
藤
た
て
お
氏
は
、「
混
合

診
療
に
よ
っ
て
新
た
な
治
療

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
自
費

部
分
の
高
額
な
治
療
費
を
負

担
で
き
る
人
だ
け
」と
言
う
。

　
が
ん
や
難
病
と
た
た
か
う

患
者
の
一
番
の
願
い
は
、
最

新
医
療
の
保
険
適
用
だ
。
し

か
し
、
先
の
片
木
氏
は
、「
患

者
申
出
療
養
制
度
の
新
設
に

よ
り
、
製
薬
企
業
が
自
由
診

療
で
の
新
薬
の
普
及
を
優
先

し
、
保
険
収
載
の
申
請
を
し

な
く
な
り
、
新
薬
が
保
険
外

に
留
め
置
か
れ
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

撤
回
を
求
め
る

　
保
団
連
は
、
安
倍
首
相
が

制
度
新
設
の
方
針
を
表
明
し

た
直
後
に
談
話
を
発
表
。
短

期
間
の
審
査
で
は
安
全
性
や

有
効
性
の
担
保
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
や
、

新
た
な
治
療
技

術
や
医
薬
品
が

保
険
外
に
留
め

置
か
れ
る
可
能

性
な
ど
を
理
由

に
、
導
入
の
撤

回
を
求
め
た
。

今
後
は
請
願
署

名
も
行
い
、
引

き
続
き
要
請
を

強
め
て
い
く
。

「
新
薬
が
保
険
外
の
ま
ま
に
」

　
申
出
療
養
に
患
者
か
ら
も
懸
念

　
開
業
保
険
医
の
皆
さ

ん
、
勤
務
医
の
皆
さ
ん
、

お
元
気
で
す
か
。

　
文
字
通
り
第
一
線
医
療

の
現
場
に
立
た
れ
、
ご
奮

闘
中
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
　
し
か
し
、
医
療
・
介
護

総
合
法
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
民
に
は
自
己
負
担

増
を
押
し
つ
け
、
安
上
が

り
な
医
療
で
済
ま
そ
う
と

す
る
医
療
政
策
が
一
貫
し

て
続
い
て
い
ま
す
。
期
待

通
り
に
診
療
す
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
で
す
。

　
全
国
の
保
険
医
協
会
・

医
会
に
は
、　
万
4
0
0

10

0
人
を
超
え
る
会
員
が
経

験
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

経
営
の
工
夫
、
困
難
の
解

決
方
法
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
止
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
会
後
は
大
い
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
間
、
入
会
さ
れ
て

い
る
動
機
に
つ
い
て
一
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
複
雑
な
診
療
報
酬
や
診

療
に
役
立
つ
最
新
知
識
を

研
修
会
・
研
究
会
で
得
ら

れ
る
。

②
患
者
と
の
予
期
せ
ぬ
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
て
も
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
。

③
保
険
者
に
よ
る
レ
セ
プ

ト
減
点
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
理
不
尽
な
指
導
、
監
査

を
防
ぐ
た
め
の
役
員
・
事

務
局
の
親
身
な
相
談
活
動

が
あ
る
。

④
診
療
を
停
滞
さ
せ
る
病

気
に
な
っ
て
も
、
充
実
し

た
休
業
保
障
制
度
で
安
心

で
き
る
。

　
な
に
よ
り
も
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
て
の

状
況
を
見
渡
し
、
経
営
を

健
全
な
軌
道
に
乗
せ
、
地

域
医
療
に
貢
献
す
る
に
は

良
き
仲
間
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
保
険
医
生

活
を
有
意
義
に
過
ご
す
た

め
に
、
保
険
医
協
会
・
医

会
に
入
会
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
最
寄
り

の
協
会
・
医
会
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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都
道
府
県
を
医
療
費
抑
制

に
駆
り
立
て
る
仕
掛
け
の
第

一
は
、
国
保
の
都
道
府
県
化

だ
。
政
府
は
、
国
民
健
康
保

険
の
財
政
運
営
の
責
任
を
、

2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
移
す

計
画
で
あ
る
。

　
都
道
府
県
に
国
保
財
政
と

給
付
、
医
療
提
供
体
制
の
両

方
に
管
理
・
運
営
責
任
を
持

た
せ
る
こ
と
で
、
医
療
費
抑

制
の
実
効
性
を
高
め
、
国
保

の
給
付
抑
制
と
一
層
の
保
険

料
引
き
上
げ
を
ね
ら
っ
て
い

る
。
　
厚
労
省
の
「
国
保
基
盤
強

化
協
議
会
」
が
8
月
8
日
に

取
り
ま
と
め
た
中
間
整
理

（
案
）
で
は
、
都
道
府
県
と

市
町
村
で
役
割
分
担
し
て
い

く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
主
な
役
割
に
つ
い
て
は
、

国
保
の
「
被
保
険
者
の
資
格

管
理
」「
保
険
給
付
の
決
定
」

「
レ
セ
プ
ト
審
査
・
医
療
費

適
正
化
関
連
事
務
」
の
3
項

目
は
、「
引
き
続
き
検
討
」
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
都
道

府
県
が
受
け
持
つ
方
向
で
あ

る
。
　
市
町
村
は
、引
き
続
き「
保

険
料
の
徴
収
」「
保
健
事
業
」

「
各
種
届
出
や
申
請
の
受

付
」
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

最
大
の
焦
点
と
さ
れ
て
い
る

「
保
険
料
の
算
定
・
賦
課
」

に
つ
い
て
は
、「
分
賦
金
方

式
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。分
賦
金
方
式
と
は
、

無
職
、高
齢
者
多
い

　
厚
労
省
の
国
保
実
態
調
査

を
み
る
と
、
国
保
加
入
者
の

約
　
％
が
無
職
で
、
約
　
％

43

35

が
非
正
規
雇
用
等
の
被
用
者

で
あ
る
。　
歳
以
上
　
歳
未

65

75

満
の
割
合
は
3
割
を
超
え
て

①
都
道
府
県
は
県
内
の
医
療

給
付
費
等
の
見
込
み
を
立

て
、
そ
れ
に
見
合
う
保
険
料

の
収
納
必
要
額
を
算
出
す

る
、
②
そ
の
必
要
額
を
各
市

町
村
に
割
り
振
っ
て
、
市
町

村
が
県
に
納
め
る
額
（
分
賦

金
）
を
決
め
る
と
い
う
仕
組

み
だ
。

　
市
町
村
は
、
分
賦
金
を
賄

う
た
め
に
必
要
と
な
る
保
険

料
率
を
定
め
、
保
険
料
を
被

保
険
者
か
ら
徴
収
し
て
、
県

に
上
納
す
る
。
保
険
料
の
収

納
率
目
標
が
下
回
り
、
県
に

納
め
る
額
（
分
賦
金
）
が
不

足
す
る
部
分
は
、
市
町
村
が

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

賄
う
こ
と
に
な
る
。　
　

　
都
道
府
県
移
行
に
よ
っ

て
、
県
は
市
町
村
と
の
協
議

を
通
じ
て
、
保
険
料
の
市
町

村
間
格
差
を
高
い
方
に
な
ら

し
て
い
く
の
で
保
険
料
は
引

き
上
が
る
。
都
道
府
県
全
体

で
保
険
料
算
定
方
式
を
統
一

し
、統
一
保
険
料
に
な
れ
ば
、

保
険
料
は
一
層
高
騰
す
る
。

　
都
道
府
県
が
国
保
の
財
政

運
営
に
責
任
を
持
つ
と
い
う

が
、
分
賦
金
方
式
の
導
入
で

は
、
市
町
村
に
対
す
る
上
納

額
を
決
め
る
だ
け
に
す
ぎ

ず
、
国
保
の
財
政
問
題
の
解

決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
国
の
公
的
責
任
が
、
地
方

自
治
体
に
転
嫁
さ
れ
、
国
保

事
業
の
後
退
を
招
き
、
地
域

間
格
差
が
一
層
拡
大
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
6
月
に
成
立
し
た
医
療
・
介
護
総
合
法
は
、
病
院
・

施
設
で
も
、
地
域
・
在
宅
で
も
、
少
な
い
医
療
・
介

護
給
付
と
住
民
の
「
自
助
と
互
助
」
の
組
み
合
わ
せ

で
カ
バ
ー
す
る
〝
安
上
が
り
な
〟
医
療
・
介
護
体
制

作
り
を
目
指
し
て
い
る
。政
府
の
病
床
再
編
計
画
は
、

地
域
の
４
つ
の
病
床
区
分
ご
と
に
基
準
病
床
数
＝
必

要
量
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
必
要
量
を
超
え

て
い
る
病
床
は
削
減
し
、過
小
な
病
床
へ
移
行
さ
せ
、

全
体
の
病
床
を
　
万
床
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

43

政
府
の
医
療
制
度
改
革
の
柱
が
、
提
供
体
制
再
編
と

一
体
で
、
都
道
府
県
を
医
療
費
抑
制
に
駆
り
立
て
る

こ
と
で
あ
る
。
内
容
と
影
響
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　
都
道
府
県
を
医
療
費
抑
制

に
駆
り
立
て
る
第
二
の
仕
掛

け
が
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
利
用
し
て
、
新
た
な
医
療

費
抑
制
策
や
病
床
削
減
計
画

を
進
め
る
こ
と
だ
。

宛
姐
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鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
都
道
府
県
を
軸
に
し
た
新

た
な
医
療
費
抑
制
と
一
体

で
、「
公
的
保
険
外
サ
ー
ビ
ス

の
活
性
化
」（
骨
太
方
針
2
0

1
4
）
を
図
る
計
画
だ
。

　「
個
人
の
健
康
管
理
、疾
病

の
予
防
等
の
自
助
努
力
が
喚

起
さ
れ
る
仕
組
み
」（
社
会
保

障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
）
を
具
体

化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
4

で
は
、
保
険
者
は
予
防
・
健

康
増
進
に
積
極
的
な
加
入
者

に
対
し
て
、
①
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ポ
イ
ン
ト
付
与
や
現
金
給
付

を
行
う
、
②
財
政
中
立
な
形

で
各
被
保
険
者
の
保
険
料
に

差
を
設
け
る
（
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
人
の
保
険
料
を
軽

減
し
、
無
関
心
な
人
の
保
険

料
は
引
き
上
げ
る
）
こ
と
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
患
者
申
出
療

養
」
制
度
を
新
設
し
、
混
合

診
療
の
拡
大
と
医
療
の
営
利

産
業
化
を
進
め
る
計
画
で
あ

る
。
　
公
的
保
険
外
の
医
療
が
拡

大
し
、
公
的
給
付
範
囲
が
縮

小
す
る
。〝
命
は
財
力
次
第
〟

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
国
民
皆
保
険
の
本
質
で

あ
る
「
必
要
な
医
療
が
公
的

保
険
で
受
け
ら
れ
る
」
こ
と

を
守
り
、
充
実
さ
せ
て
い
く

声
を
待
合
室
か
ら
、
地
域
か

ら
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
都
道
府
県
を
医
療
費
抑
制

に
駆
り
立
て
る
第
三
の
仕
掛

け
は
、〝
安
上
が
り
な
〟医
療
・

介
護
体
制
作
り
を
目
指
し

て
、
地
域
の
医
療
法
人
（
医

療
機
関
）
と
社
会
福
祉
法
人

（
介
護
施
設
）
を
経
営
統
合

し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
「
非

営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
型
法
人
（
Ｈ
Ｄ
型
法

人
）」
の
創
設
だ
。

　
都
道
府
県
ご
と
に
1
つ
か

2
つ
の
大
規
模
事
業
体
を
つ

く
り
、
地
域
で
独
占
的
に
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
供
給

し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
だ
。

　
政
府
は
2
0
2
5
年
ま
で

に
医
療
・
介
護
費
を
計
5
兆

円
抑
制
す
る
方
針
を
掲
げ
、

医
療
費
の
低
い
地
域
を
「
標

準
集
団
」
と
位
置
づ
け
、
都
道

府
県
が
支
出
目
標
を
決
め
る
。

　
医
療
費
の
支
出
目
標
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
レ
セ
プ
ト

情
報
・
特
定
健
診
等
情
報

デ
ー
タ
を
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
利
用
し
、「
妥
当
な

医
療
費
」
を
算
出
す
る
と
し

て
い
る
。

　
国
は
目
標
を
超
え
た
都
道

府
県
に
対
し
、
将
来
的
に
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
設
け
る
方
向

だ
が
、
都
道
府
県
別
に
医
療

費
の
上
限
を
決
め
て
抑
制
す

れ
ば
、
患
者
に
と
っ
て
必
要

な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
事

態
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

い
る
（
図
）。

　
と
こ
ろ
が
、
国
保
の
所
得

に
占
め
る
保
険
料
負
担
率
は

　
・
3
％
で
、
2
0
0
8
年

14度
か
ら
　
年
度
に
か
け
て

11

　
・
2
％
も
上
昇
し
て
い
る
。

22
精
神
疾
患
の
入
院

医
療
費
高
い

　
加
入
者
1
人
当
た
り
の
医

療
費
は
組
合
健
保
の
2
・
　25

倍
の
水
準
と
な
っ
て
い
る

が
、「
　
～
　
歳
」
か
ら
「
　

30

34

65

～
　
歳
」
ま
で
の
入
院
医
療

69
費
が
高
く
、
疾
病
分
類
別
で

は「
精
神
及
び
行
動
の
障
害
」

や
「
神
経
系
の
疾
患
」
が
多

い
。
つ
ま
り
中
高
年
層
に
お

け
る
精
神
疾
患
の
入
院
医
療

費
が
高
い
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。広

域
化
で
赤
字

解
消
し
な
い

　
保
険
者
の
規
模
の
大
小
と

単
年
度
収
支
と
の
間
に
は
相

関
関
係
は
な
く
、
政
令
市
で

も
国
保
財
政
は
赤
字
な
の
が

現
状
だ
。
全
国
最
大
の
国
保

の
保
険
者
で
あ
る
横
浜
市

（
約
　
万
世
帯
・
　
万
人
）

56

93

の
収
支
決
算
マ
イ
ナ
ス
2
0

4
億
円
（
2
0
1
0
年
度
）

で
あ
る
。

　
　
　
都
道
府
県
に
や
ら
せ
る

縮
小
し
た
公
的
医
療
か
ら
営
利
化
へ

国
保
財
政
運
営
を
都
道
府
県
へ

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
用

支
出
目
標
で
頭
抑
え
る

医
療
機
関
経
営
に
手
を
突
っ
込
む

営
利
産
業
化
で
命
は
カ
ネ
次
第

国保改革のそもそも

病名漏れ減点 再審査できる
積極的に請求を

燕
基
金
本
部
が
認
め
る

　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
本
部
は
昨
年
6
月
、
保

団
連
と
の
懇
談
で
、
病
名
漏

に
よ
る
減
点
は
再
審
査
請
求

で
き
る
こ
と
を
認
め
た
。

燕
薬
剤
、
調
剤
料
が
復
活

　
今
年
1
月
に
は
、
東
京
保

険
医
協
会
会
員
の
内
科
医
院

で
再
審
査
請
求
を
行
い
、
減

点
さ
れ
た
点
数
の
復
活
が
認

め
ら
れ
た
。
減
点
さ
れ
た
の

は
2
0
1
2
年
9
月
診
療
分

で
処
方
し
た
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
治
療
薬
・
リ
ピ
ト
ー

ル
錠
。
レ
セ
プ
ト
に
適
応
病

名
の
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
症
」
の
記
載
が
漏
れ
、
薬
剤

料
と
調
剤
料
6
5
1
点
が
　13

年
7
月
に
減
点
さ
れ
て
い
た
。

燕
周
知
徹
底
を

　
岡
山
県
保
険
医
協
会
が
今

年
5
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ

れ
ば
、
病
名
漏
れ
減
点
の
再

審
査
請
求
が
で
き
る
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
う

声
が
　
%
に
上
っ

60

た
（
図
）。

　
病
名
漏
れ
に
よ

る
減
点
に
復
活
の

可
能
性
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
画
期

的
だ
。今
後
の
周

知
が
課
題
だ
。

病名漏れ減点再審査請求の方法
　症状の経過等についての客観的なデータ等に
基づく詳細な説明が必要。再審査請求書に添付
または記載するなどして提出する。
　いずれの方法で提出する場合も、審査員が病
態等を確認できることが重要だ。

再審査請求書

客観的な検査データ等に基づいた
病態等が確認できる詳細な説明資料
（可能であれば検査データ）

再審査請求時に必要な書類

　
政
府
は
国
保
の
構
造
的
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
、

医
療
費
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
財
政
運
営
を
市

町
村
か
ら
広
域
化
し
、
赤
字
を
補
う
と
い
う
が
―

何が問題？

病名漏れ減点の再審査請求が
できることを知っていたか

医
療
費
抑

医
療
費
抑
制制

駅悦 詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠



（第三種郵便物認可）

　
現
在
、
医
療
に
か
か
る
消
費
税
は

「
非
課
税
」
だ
。
患
者
さ
ん
に
消
費

税
を
転
嫁
で
き
な
い
の
で
、
消
費
税

は
す
べ
て
医
療
機
関
が
負
担
す
る
。

こ
れ
が
「
損
税
」
だ
。

　
消
費
税
が
5
％
の
時
の
1
医
療
機

関
（
医
科
）
の
年
間
の
平
均
損
税
は

2
6
0
万
円
（
日
医
調
査
）、
歯
科
の

平
均
損
税
は
　
万
円
（
日
歯
調
査
）

72

だ
っ
た
。　

増
税
で
損
税
拡
大

医
科
3
6
0
万
円

歯
科
1
0
0
万
円

　
安
倍
首
相
は
2
0
1
5
年
　
月
か

10

ら
消
費
税
を
　
％
に
増
税
す
る
判
断

10

を
今
年
中
に
行
う
と
し
て
い
る
。
消

費
税
が
　
％
に
な
る
と
医
科
の
損
税

10

は
3
6
4
万
円
、
歯
科
の
損
税
は
1

0
1
万
円
に
拡
大
す
る
計
算
に
な
る

（
保
団
連
試
算
）。消
費
税
の
　
％
増

10

税
は
な
ん
と
し
て
も
中
止
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
保
団
連
で
は
会
員

署
名
を
行
い
、
国
会
議
員
と
財
務
省

に
要
望
す
る
。

　
現
在
の
8
％
消
費
税
の
損
税
を
な

く
す
こ
と
も
急
務
だ
。保
団
連
は
医

療
や
生
活
必
需
品
に「
ゼ
ロ
税
率（
免

税
）」を
適
応
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。「
輸
出
免
税
」同
様
、医
療
が
ゼ
ロ

税
率（
免
税
）に
な
れ
ば
、医
療
機
関
の

損
税
は
完
全
に
な
く
な
り
、も
ち
ろ
ん

患
者
の
消
費
税
負
担
も
発
生
し
な
い

（
上
図
参
照
）。

　
し
か
し
今
年
4
月
1
日
か
ら
消

費
税
は
8
％
に
増
税
さ
れ
た
。増
税

の
影
響
で
消
費
者
物
価
が
上
昇
し
、

家
庭
の
消
費
支
出
は
4
月
が
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
4
・
6
％
、
5
月
は
マ

イ
ナ
ス
8
・
0
％
と
消
費
が
大
幅
に

落
ち
込
ん
だ
。

　
患
者
が
医
療
に
支
出
で
き
る
お

金
が
減
る
た
め
、深
刻
な
受
診
抑
制

が
懸
念
さ
れ
る
。

医
療
界
一
致
の
要
求
に

　
保
団
連
は
6
月
2
日
に
日
医
と
、

8
月
6
日
に
は
日
歯
と
懇
談
し
、医

療
に
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
を
適
用
す

る
こ
と
と
消
費
税
　
％
増
税
に
反

10

対
す
る
こ
と
を
訴
え
た
。

　
日
医
は
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
の
旗

を
掲
げ
る
と
述
べ
、日
歯
か
ら
は
ゼ

ロ
税
率
（
免
税
）
と
極
め
て
近
い
非

課
税
還
付
を
要
望
し
て
い
く
と
の

回
答
を
得
た
。

　
最
初
に
報
道
を
読
ん
だ

時
、
記
事
の
読
者
や
患
者
さ

ん
が
ど
う
感
じ
た
か
を
考
慮

し
て
慎
重
に
対
処
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
保
団
連
は
、
こ
れ
ま
で
会

員
向
け
に
医
療
安
全
管
理
対

策
の
冊
子
を
発
行
し
て
き
ま
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５
月
　
日
付
「
読
売
」
は
、「
歯
削
る
機
器
７
割
使
い
回

１８

し
」
と
の
見
出
し
で
、
歯
科
用
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス
が
滅
菌
さ

れ
ず
に
使
い
回
し
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
国

立
感
染
症
研
究
所
な
ど
の
調
査
結
果
を
紹
介
、掲
載
し
た
。

こ
の
記
事
を
ど
う
見
る
か
、
保
団
連
の
対
応
な
ど
を
、
井

上
博
之
研
究
部
歯
科
部
長
に
聞
い
た
（
聞
き
手
編
集
部
）。

ゼ
ロ
税
率
・
免
税
を

要
求

　
　
度
を
越
す
、
う
だ
る
よ

35
う
な
暑
さ
の
8
月
6
日
、
日

本
歯
科
医
師
会
館
で
「
消
費

税
損
税
問
題
」
に
関
し
て
、

大
久
保
満
男
日
歯
会
長
と
懇

談
し
ま
し
た
。
保
団
連
の
要

請
に
基
づ
く
も
の
で
、
保
団

連
か
ら
は
住
江
憲
勇
会
長
・

宇
佐
美
宏
歯
科
代
表
と
吉

岡
、
日
歯
か
ら
は
大
久
保
会

備
、つ
ま
り
、「
非
課
税
で
は
、

仕
入
れ
税
額
控
除
が
出
来
な

い
」
と
い
う
間
違
っ
た
税
制

を
改
正
す
る
こ
と
で
の
損
税

解
消
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
と

理
解
し
ま
し
た
。

　
こ
の
私
の
理
解
が
正
し
い

と
す
れ
ば
、「
仕
入
れ
税
額
控

除
を
可
能
に
す
る
税
制
の
改

正
」
は
、
保
団
連
の
「
ゼ
ロ

税
率
要
求
」
の
本
質
と
一
致

し
ま
す
。
保
団
連
も
、「
ゼ
ロ

税
率
要
求
」
と
い
う
表
現
の

な
か
に
、
消
費
税
法
の
改
正

を
訴
え
て
い
ま
す
。
言
葉
は

違
っ
て
い
て
も
、
内
容
は
同

じ
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

「
事
業
税
非
課
税
」

「
4
段
階
税
制
」影
響

し
な
い

　
も
う
1
つ
の
論
点
は
、「
ゼ

ロ
税
率
要
求
」
が
い
わ
ゆ
る

「
4
段
階
税
制
」「
事
業
税
非

課
税
」
と
リ
ン
ク
す
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
点
で
す
。
日

歯
側
か
ら
は
、「
消
費
税
と
事

業
税
は
違
う
問
題
と
は
知
っ

て
い
る
が
、『
ゼ
ロ
税
率
』
を

『
課
税
』
と
と
ら
え
る
こ
と

で
、
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
す

る
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め

に
、『
非
課
税
』
要
求
を
す
る

方
が
良
い
と
の
判
断
を
し
て

い
る
」
と
の
説
明
を
受
け
た

よ
う
に
認
識
し
ま
し
た
。
保

団
連
と
し
て
は
、
決
し
て
リ

ン
ク
す
る
も
の
で
は
な
い
、

と
の
認
識
を
共
有
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

国
民
・
患
者
と
共
に

運
動
進
め
る

　
保
団
連
は
、
今
後
と
も
、

日
歯
の
皆
様
と
も
共
闘
し

て
、①
ゼ
ロ
税
率
要
求
は「
完

全
非
課
税
」「
免
税
」
を
求
め

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

②
「
4
段
階
税
制
」「
事
業
税

非
課
税
」
と
は
、
な
ん
ら
リ

ン
ク
す
る
も
の
で
な
い
こ

と
、
③
ゼ
ロ
税
率
は
医
療
だ

け
の
要
求
で
は
な
く
、「
生
活

必
需
品
」
に
も
適
用
す
る
こ

と
を
主
張
し
て
お
り
、
国
民

の
皆
様
を
巻
き
込
ん
だ
要
求

で
あ
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
強

調
す
る
こ
と
で
、
国
民
・
患

者
さ
ん
の
支
持
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
運
動
を
進
め
て
い
く

決
意
で
す
。

長
は
じ
め
6
人
の
役
員
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
変
有
意
義
な
会
談

と
な
り
ま
し
て
、
感
謝
の
念

に
耐
え
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
第
一
に
、
保
団
連
の

「
ゼ
ロ
税
率
要
求
」
が
「
課

税
を
要
求
し
て
い
る
」
の
か

「
課
税
を
要
求
し
て
い
な

い
」
の
か
、
と
い
う
点
が
議

論
に
な
り
ま
し
た
。

　
保
団
連
で
は
、
日
本
医
師

会
と
同
様
に
、
消
費
税
損
税

（
控
除
対
象
外
消
費
税
）
の

解
消
の
た
め
に「
ゼ
ロ
税
率
」

を
要
求
し
て
い
ま
す
が
、「
消

費
税
・
課
税
」
を
要
求
し
て

い
る
の
で
は
、
断
じ
て
あ
り

ま
せ
ん
。「
ゼ
ロ
税
率
」
は

消
費
税「
損
税
」解
消
で
要
求
一
致
を

経
営
税
務
部
員
　
吉
岡
正
雄

日歯懇談
報　　告

大久保日歯会長（左から2番目）にゼロ税率を呼び掛ける住江保団連会長（右）

「
免
税
」ま
た
は
、

「
完
全
非
課
税
」

を
達
成
す
る
た
め

の
手
段
に
過
ぎ

ず
、
わ
れ
わ
れ
が

「
課
税
」
を
要
求

し
て
い
な
い
こ
と

は
明
白
で
す
。

　
そ
れ
に
対
し

て
、
日
歯
は
「
ゼ

ロ
税
率
は
課
税
で

あ
る
」
と
主
張
さ

れ
ま
し
た
。
課
税

で
あ
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
不
都
合
が

出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
、「
非

課
税
還
付
方
式
」

を
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
消
費
税
法
の
不

図　ゼロ税率＝免税で医療機関、患者の負担は解消

し
た
。
各
協
会
・
医
会
で
は

研
修
会
を
定
期
的
に
開
く
な

ど
、
感
染
予
防
対
策
の
普
及

を
重
視
し
、
歯
科
医
師
や
ス

タ
ッ
フ
の
感
染
管
理
へ
の
意

識
向
上
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
　「
読
売
」
報
道
に
は
、
デ
ィ

ス
ポ
ー
サ
ブ
ル
で
な
い
ハ
ン

ド
ピ
ー
ス
を
「
使
い
回
し
」

す
る
な
ど
の
表
現
も
あ
り
、

歯
科
会
員
か
ら
高
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
か
ら
の
照
会
に
ど
う
説
明

し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
、
困

惑
し
て
お
ら
れ
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

燕
滅
菌
方
法
、
感
染
予
防

　
向
上
策
具
体
的
に

　
そ
こ
で
保
団
連
で
は
、
一

日
も
早
く
役
立
つ
情
報
を
届

け
よ
う
と
、
新
た
に
歯
科
の

感
染
対
策
の
冊
子
『
絵
で
見

る
　
色
で
わ
か
る
　
歯
科
の

感
染
対
策
』（
写
真
）
を
普
及

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
冊
子
は
、
2
年
半
前

に
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
か

ら
発
行
さ
れ
た
も
の
を
保
団

連
版
と
し
て
発
行
す
る
も
の

で
す
。
滅
菌
方
法
の
知
識
や

日
常
的
な
感
染
予
防
対
策
な

ど
を
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を

多
用
し
て
紹
介
し
て
お
り
、

院
内
で
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
学

べ
る
分
か
り
や
す
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
テ

キ
ス
ト
に
し
た
研
修
会
を
各

協
会
で
企
画
し
て
も
ら
い
、会

員
の
疑
問
や
不
安
に
応
え
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

燕
報
酬
改
善
も
必
要

　
ま
た
、
感
染
予
防
対
策
を

よ
り
徹
底
す
る
た
め
に
は
、

報
道
で
も
指
摘
の
あ
っ
た
、

歯
科
診
療
報
酬
の
改
善
も
必

要
で
す
。
初
診
料
・
再
診
料

の
ア
ッ
プ
や
、
一
定
の
対
策

を
講
じ
た
歯
科
医
療
機
関
に

感
染
対
策
加
算
を
認
め
さ
せ

る
案
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
す
。

　
今
回
の
報
道
に
よ
る
世
間

の
注
目
を
冷
静
に
前
向
き
に

受
け
止
め
、
今
後
の
院
内
感

染
対
策
を
、
歯
科
医
療
の
改

善
と
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
信

頼
向
上
の
契
機
と
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ハンドピース「使い回し」報道を受けて

感染対策 保団連の冊子活用を
研究部歯科部長　井上博之

9月中発行予定
お問い合わせは
協会・医会まで

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨

峨
峨
峨

ゼ
ロ
税
率
が
消
費
税
解
決
の
道

　
%
増
税
で
医
院
、国
民
に
過
重
な
負
担

10
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拶
し
た
。

　
一
方
で
、8
月
　
日
の
T

16

B
S「
情
報
7
d
a
y
s
 

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
」で

は
、北
野
武
氏
が
、「
選
手
が

可
哀
想
に
見
え
て
し
ょ
う
が

な
い
」な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。北
野
氏
は
、7
月
　
日
の

19

放
送
で
も
、「
夏
の
大
会
で
、

予
選
か
ら
投
げ
る
じ
ゃ
な

い
、エ
ー
ス
が
。あ
れ
だ
け
真

夏
で
。虐
待
だ
よ
」な
ど
と
も

発
言
し
て
い
る
。

　
曇
り
が
ち
な
今
年
で
も
、

開
会
日
以
降
の
甲
子
園
の
最

高
気
温
は
連
日
　
度
以
上
が

30

続
い
た
。ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
に
囲
ま
れ
た
グ
ラ
ン
ド
上

は
さ
ら
に
高
温
と
な
る
。日

本
体
育
協
会
の「
熱
中
症
予

　
2
日
遅
れ
で
開
幕
し
た
全

国
高
校
野
球
の
開
会
式
で
、

大
会
会
長
の
木
村
伊
量（
た

だ
か
ず
）・
朝
日
新
聞
社
社
長

が
、「
皆
さ
ん
は
、全
て
の
球

児
が
時
代
を
超
え
て
憧
れ
て

き
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て

い
る
。夢
の
舞
台
で
頂
点
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨

防
の
た
め
の
運
動
指
針
」に

よ
れ
ば
、乾
球
温
度
が
　
度
31

を
超
え
る
と
、厳
重
警
戒（
激

し
い
運
動
は
中
止
）と
な
る
。

日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会

の「
ス
ポ
ー
ツ
の
安
全
管
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
は
、「
野

球
に
お
け
る
肘
・
肩
の
障
害

は
、将
来
重
度
の
後
遺
症
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
」「
故
障
歴
を
有
す
る
も
の

は
約
半
数
で
ほ
と
ん
ど
が
適

切
な
治
療
を
さ
れ
て
い
な

い
」と
記
さ
れ
、「
高
校
生
で

は
 1
日
1
0
0
球
以
内
、週

5
0
0
球
を
こ
え
な
い
こ

と
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
夏
の
高
校
野
球
を
、
な
ぜ

朝
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
に

至
っ
た
か
は
、
橘
木
俊
詔
京

大
名
誉
教
授
の
共
著
書
『
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
は
学
歴
社

会
』
の
「
全
国
中
等
学
校
優

勝
野
球
大
会
の
始
ま
り
と
そ

の
発
展
」
の
項
に
、「
1
9
1

1
年
、
東
京
朝
日
新
聞
が
、

野
球
ば
か
り
し
て
い
て
勉
強

を
し
な
い
と
か
、素
行
不
良
、

応
援
団
の
喧
嘩
な
ど
と
か
、

『
野
球
と
其
害
毒
』
と
い
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
記
事
を
連
載

し
た
。
こ
れ
が
読
者
の
反
感

を
買
い
、
販
売
部
数
が
低
下

し
た
。
売
上
を
挽
回
す
る
た

め
、
大
阪
朝
日
新
聞
が
、
野

球
の
全
国
大
会
を
企
画
・
実

行
し
、報
道
し
た
の
で
あ
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
も
高
野
連（
日
本
高

等
学
校
野
球
連
盟
）は
朝
日
新

聞
社
の
強
い
影
響
下
に
あ
る

と
聞
く
。不
祥
事
の
摘
発
も
必

要
で
あ
ろ
う
が
、「
日
本
学
生

野
球
憲
章
」に
あ
る
よ
う
に
、

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防
へ
の
取

り
組
み
」が
第
一
と
考
え
る
。

原田　佳明
（はらだ・よしあき）

　大阪保険医協会勤務
医部会員。協仁会小松
病院名誉院長、医学博
士、日本小児科学会専
門医、日本小児神経学
会専門医。1982年、広
島大学医学部卒業。
2008年、協仁会小松病
院院長。2014年より現
職。

可
哀
想
に
見
え
て

　
　
　
し
ょ
う
が
な
い

勤
務
医

コ
ラ
ム
37

研究・学術交流会報告　　理事　小山田榮二

　
7
月
　
日
、
東
京
・
保
団

27

連
会
議
室
で
、「
2
0
1
4
年

度
研
究
・
学
術
活
動
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
、　
協
会
、　

25

60

人
が
参
加
し
た
。
毎
年
、
各

協
会
の
学
術
研
究
会
活
動
の

交
流
と
推
進
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
話
題
提
供
と
し
て
、

研
究
部
の
井
上
博
之
歯
科
部

長
か
ら
、
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル

メ
ガ
バ
ン
ク
事
業
の
概
要
と

今
後
懸
念
さ
れ
る
事
柄
、
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
　
被
曝
乳
歯

90

の
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
研
究

と
、
東
北
大
に
よ
る
福
島
の

子
ど
も
の
調
査
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
報
告
と
し
て
、
斉
藤

み
ち
子
研
究
部
長
か
ら
「
研

究
会
活
動
の
手
引
〔
改
訂

版
〕」
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
静
岡
、
鹿
児
島
、

鳥
取
、
千
葉
協
会
か
ら
、
学

術
研
究
会
の
企
画
に
当

た
っ
て
の
創
意
工
夫
、
経

験
、
講
師
選
定
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
貴
重
な
報
告
を
い

た
だ
き
、
持
ち
帰
っ
て
お
手

本
に
し
た
い
事
柄
が
多
数

提
示
さ
れ
、
質
問
が
相
次
い

だ
。　

税
務
調
査「
事
前
通
知
」の

一
部
改
正
　
  経
営
税
務
部

　
国
税
通
則
法
が
改
正
さ

れ
、
2
0
1
3
年
1
月
1
日

以
降
の
税
務
調
査
で
は
納
税

義
務
者
及
び
納
税
代
理
人

（
税
理
士
等
）
に
「
　
項
目

11

の
事
前
通
知
」
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
文
化

さ
れ
た
。
税
務
署
と
し
て
は

納
税
者
本
人
と
税
理
士
に
事

前
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
た
め
税
務
調
査
の

件
数
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
課
税
当
局
は
、
2

0
1
4
年
度
税
制
改
正
に
お

項
目
の
事
前
通
知
」
を
受
け

る
こ
と
は
大
変
か
も
し
れ
な

い
が
、
多
忙
を
理
由
に
安
易

に
事
前
通
知
を
税
理
士
任
せ

に
す
る
こ
と
は
、
自
ら
の
権

利
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
慎
重
に
判
断
し
、

代
理
人
で
あ
る
税
理
士
と
も

十
分
に
意
思
疎
通
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
保
団
連
と
し
て
は
、
納
税

者
と
税
務
代
理
人
の
両
方
に

通
知
す
る
こ
と
、
事
前
通
知

は
文
書
で
行
う
こ
と
を
引
き

続
き
国
税
庁
に
求
め
て
い

く
。
な
お
、
保
団
連
発
行
の

『
保
険
医
へ
の
税
務
調
査
 

2
0
1
3
年
改
訂
版
』に「
事

前
通
知
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
示
し
て
あ
る
の
で
ご

活
用
さ
れ
た
い
。

い
て
、
国
税
通
則
法
と
税
理

士
法
の
一
部
を
改
正
し
、
税

務
調
査
の
事
前
通
知
は
「
提

出
さ
れ
た
税
務
代
理
権
限
証

書
に
、
納
税
者
の
事
前
通
知

は
当
該
税
務
代
理
人
に
対
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る

と
き
に
は
、
納
税
者
の
方
へ

の
事
前
通
知
は
、
当
該
税
務

代
理
人
に
対
し
て
行
え
ば
足

り
る
」
と
し
た
。
つ
ま
り

「
税
務
代
理
権
限
証
書
」
の

「
調
査
の
通
知
に
関
す
る
同

意
」
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

れ
ば
、
税
理
士
へ
の
事
前
通

知
だ
け
で
足
り
る
と
し
た
の

で
あ
る
。

納
税
者
本
人
へ
の

通
知
が
原
則

　
税
務
調
査
は
納
税
義
務
者

で
あ
る
開
業
医
に
対
し
て
行

わ
れ
る
。
そ
の
た
め
事
前
通

知
は
納
税
者
本
人
に
対
し
て

行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ

る
。
今
回
の
改
正
は
、
納
税

者
の
基
本
的
な
権
利
の
形
骸

化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。
電
話
で
行
わ
れ
る
「
　11

税理士「一任」は
意思疎通を密にして、慎重に

魅力ある研究会活動を目指して

　
午
後
か
ら
は
「
ビ
ス
フ
ォ

ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
（
B
P
）
薬

剤
と
顎
骨
壊
死
・
顎
骨
骨
髄

炎
―
第
一
線
の
医
師
・
歯
科

医
師
は
ど
う
対
応
す
べ
き

か
」
と
題
し
て
4
人
の
講
師

を
囲
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
っ
た
。

　
東
京
歯
科
大
市
川
病
院

呼
吸
器
内
科
の
寺
嶋
毅
氏

3
カ
月
休
薬
後
の
歯
科
処
置

に
エ
ビ
デ
ン
ス
は
な
い
。
テ

リ
パ
ラ
チ
ド
に
よ
り
治
癒
例

有
り
、
休
薬
必
要
な
い
の
で

は
」、都
立
駒
込
病
院
歯
科
医

師
の
茂
木
伸
夫
氏
は
「
B
P

剤
の
副
作
用
に
よ
る
顎
骨
壊

死
は
重
大
。
注
射
剤
の
リ
ス

ク
は
高
い
。
歯
科
治
療
に
当

た
っ
て
は
、
問
診
を
慎
重
に

し
て
、
全
身
的
、
局
所
的
リ

ス
ク
要
因
を
勘
案
し
て
処
置

に
当
た
る
」、愛
知
県
保
険
医

協
会
学
術
部
長
の
野
村
博
彦

氏
は
「
愛
知
協
会
で
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
医

科
1
4
6
件
・
歯
科
1
0
5

件
の
中
で
、
顎
骨
壊
死
が
医

科
で
7
件
、
歯
科
で
　
件
報

12

告
さ
れ
た
。
無
視
で
き
な
い

数
で
あ
り
、
全
国
調
査
が
望

ま
れ
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
講
演
だ
っ
た
。
フ

ロ
ア
か
ら
の
積
極
的
な
発
言

も
あ
り
、
医
科
歯
科
の
協
力

で
副
作
用
の
発
症
を
減
ら
せ

る
展
望
が
見
え
て
き
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

　
全
国
の
会
員
も
顎
骨
壊
死

の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
医

科
歯
科
相
互
に
理
解
し
連
携

し
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
よ

う
に
各
地
で
講
演
会
を
企
画

し
て
ほ
し
い
。

　
今
回
の
交
流
会
は
実
り
あ

る
有
意
義
な
内
容
で
、初
め

て
の
参
加
だ
っ
た
が
感
動
し

た
。も
っ
と
多
く
の
協
会
、会

員
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。

は
「
骨
粗
し
ょ
う
症

か
ら
の
骨
折
に
よ
る

寝
た
き
り
予
防
の
た

め
、
B
P
剤
は
最
も

有
効
。
骨
転
移
の
Q

O
L
改
善
に
も
有
効

で
あ
り
予
後
を
考
慮

す
る
と
必
要
。
顎
骨

壊
死
の
発
症
頻
度
は

低
く
、
有
用
性
と
リ

ス
ク
を
医
科
歯
科
連

携
の
中
で
検
討
す

る
」、東
京
都
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
師
の
林
泰
史
氏
は

「
B
P
剤
服
用
2
年

以
下
で
顎
骨
壊
死
は

発
症
し
な
い
。
近
年

増
加
傾
向
に
あ
る
。

歯
科
治
療
を
服
用
前

に
済
ま
せ
る
こ
と
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
。左
か
ら

寺
嶋
、林
、茂
木
、野
村
各
氏

「
B
P
剤
」対
応
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
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方
法
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
知
性

を
信
ず
る
な
ら
ば
明
る
い
未

来
を
思
い
描
い
て
わ
れ
わ
れ

は
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
今
、
憲
法
9
条
で
許
さ
れ

て
い
な
い
海
外
で
の
交
戦
権

や
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
政

権
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日

本
人
に
英
知
が
あ
れ
ば
、
克

服
が
可
能
で
す
。
日
本
は
、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
戦

後
　
年
間
平
和
を
貫
い
て
き

70
た
日
本
の
矜
持
を
世
界
に
敷

衍
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
明
る
い
未
来
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
ま
ず
日
本

が
変
わ
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
非
核
・
平
和
部
員
　
宮
際

幹
）

社
会
は
自
然
に
安
定
を
求
め

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
知
的
レ
ベ
ル
が
上
が
れ

ば
、
女
性
の
発
言
力
が
強
く

な
り
大
事
に
育
て
た
子
ど
も

を
意
味
の
な
い
戦
争
で
失
う

こ
と
を
本
能
的
に
忌
避
し
ま

す
。
子
ど
も
を
産
み
育
て
た

母
親
が
政
治
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
時
代

の
趨
勢
で
明
ら
か
で
す
。
今

後
の
権
力
争
い
は
経
済
的
分

野
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
、
そ

れ
に
は
各
国
の
知
的
水
準
を

い
か
に
高
め
る
か
、
教
育
力

と
そ
れ
を
活
か
す
社
会
づ
く

り
に
代
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
予
想
は
雲

を
つ
か
む
よ
う
な
話
で
す

が
、
も
う
1
世
紀
辛
抱
す
れ

ば
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る

り
、
最
終
的
に
は
平
和
な
世

界
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
乳
児
死
亡
率
の
上
昇
を
根

拠
に
旧
ソ
連
の
崩
壊
を
予
言

し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
エ
マ

ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
と
い
う

歴
史
人
口
学
者
が
、
弱
冠
　25

歳
に
し
て
言
い
出
し
た
こ
と

で
す
。

　
彼
の
論
理
は
明
確
で
す
。

社
会
全
体
の
知
的
レ
ベ
ル

（
識
字
率
）
が
上
が
っ
て
く

る
と
女
性
の
意
識
が
変
わ

り
、
た
く
さ
ん
子
ど
も
を
産

む
よ
り
も
少
な
い
子
ど
も
を

大
事
に
育
て
る
よ
う
に
な

り
、
出
生
率
が
低
下
し
、
人

口
が
減
少
す
る
。
そ
う
い
う

　
ち
ょ
っ
と
明
る
い
未
来
予

想
の
話
で
す
。
長
い
人
類
の

歴
史
の
中
で
よ
う
や
く
世
界

中
の
人
々
の
知
的
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
き
て
こ
れ
ま
で
の

不
条
理
な
出
来
事
に
そ
れ
ぞ

れ
が
疑
問
を
持
ち
、
民
族
、

宗
教
、
制
度
の
問
題
を
自
主

的
に
改
善
す
る
よ
う
に
な

知
性
の
向
上
が

　
　
平
和
な
未
来
を
築
く

　
暑
い
8
月
理
事
会
で
あ

る
。
秋
か
ら
の
署
名
の
内
容

と
体
裁
に
つ
い
て
論
議
。
い

く
つ
か
の
協
会
か
ら
意
見
も

出
さ
れ
て
お
り
、
請
願
事
項

は
じ
め
、
簡
単
、
簡
潔
な
内

容
で
進
め
る
と
い
う
こ
と
で

合
意
し
た
。「
あ
ら
た
な
患
者

負
担
増
を
や
め
、
窓
口
負
担

の
大
幅
軽
減
を
求
め
る
」
と

な
る
。
署
名
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

　
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
へ
の

移
行
の
猶
予
期
間
も
残
す
と

こ
ろ
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
る

（
手
書
き
を
除
く
）。経
営
規

模
の
小
さ
な
診
療
所
で
は
移

行
も
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

救
済
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
論
議
も
な
さ
れ
、
別
途
対

応
部
で
検
討
と
な
っ
た
。

　
大
き
く
な
っ
た
団
体
に
ふ

さ
わ
し
い
組
織
形
態
、運
営
、

選
挙
規
定
な
ど
を
検
討
す
る

「
保
団
連
組
織
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
に
つ
い
て
論
議

が
活
発
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
何
が
問
題
、
課
題
で
あ
る

か
の
整
理
も
必
要
で
は
あ
る

が
、
人
選
に
つ
い
て
の
意
見

も
交
換
。
第
三
者
的
委
員
を

多
く
含
め
た
委
員
会
が
必
要

と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、

運
動
の
経
験
が
豊
富
な
三
役

の
参
加
が
欠
か
せ
な
い
と
の

こ
と
で
合
意
。今
後
の
進
捗
、

内
容
に
期
待
さ
れ
る
。
多
く

の
、
そ
れ
も
重
要
な
施
策
が

問
題
を
含
ん
だ
ま
ま
矢
継
ぎ

早
に
、
か
つ
強
権
的
に
出
さ

れ
て
い
く
中
で
、
運
動
の
立

ち
遅
れ
も
見
ら
れ
な
く
は
な

い
。「
組
織
の
あ
り
方
」
だ
け

に
置
き
換
え
る
の
で
は
な

く
、
機
敏
、
か
つ
大
き
な
運

動
を
い
か
に
構
築
、
発
展
さ

せ
て
い
く
の
か
と
い
う
前
向

き
の
視
点
で
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
政
局
は
ま
さ
に
禁
じ
手
の

連
鎖
と
で
も
言
え
る
状
況
で

あ
る
。
国
会
し
か
り
、
財
界

し
か
り
、
日
銀
し
か
り
、
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
ゆ
が
み

は
日
ご
と
に
拡
大
し
、
各
方

面
で
矛
盾
も
表
面
化
し
つ
つ

あ
る
。
そ
の
中
に
運
動
の
基

盤
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
状
況
に
耳

を
澄
ま
し
、
透
徹
し
た
目
で

本
質
を
見
抜
い
て
い
く
こ
と

が
患
者
・
国
民
に
、
会
員
に
、

協
会
・
医
会
の
役
員
に
、
保

団
連
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
副
会
長
　
馬
場
　
淳
）

第
8
回

第
8
回
保保
団
連
理

団
連
理
事事
会会

政
局
の
矛
盾
を
見
抜
く
大
切
さ
【８月3日】

撃
墜
で
死
亡
の
　

研
究
者
悼
み
黙
祷

「
2
0
3
0
年
ま
で
に
エ
イ

ズ
0
」
の
目
標
が
打
ち
出
さ

れ
、
弱
い
立
場
に
あ
る
「
鍵

と
な
る
人
々
」
へ
の
支
援
を

ど
う
強
め
る
の
か
な
ど
を
論

議
し
た
。
開
会
式
で
は
、
国

際
エ
イ
ズ
学
会
の
フ
ラ
ン
ソ

ワ
ー
ズ
・
 バ
レ
＝
シ
ヌ
シ
理

事
長
の
呼
び
か
け
で
、
M
H

　
便
撃
墜
で
亡
く
な
っ
た

17ヨ
ー
プ
・
ラ
ン
ゲ
氏
ら
研
究

者
や
活
動
家
を
含
む
乗
客
乗

員
の
冥
福
を
祈
り
全
員
で
1

分
間
の
黙
祷
を
し
た
。

　
研
究
者
、
活
動
家
、
政
治

家
ら
が
H
I
V
へ
の
取
り
組

み
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を

称
賛
す
る
一
方
、
取
り
残
さ

れ
て
い
る
人
が
依
然
お
り
偏

見
や
差
別
と
の
闘
い
を
求
め

る
発
言
が
相
次
い
だ
。
国
連

エ
イ
ズ
計
画
の
ミ
シ
ェ
ル
・
 

シ
デ
ィ
ベ
事
務
局
長
は
「
エ

イ
ズ
は
撲
滅
可
能
だ
が
、
弱

い
立
場
の
人
た
ち
へ
の
取
り

組
み
を
強
め
る
必
要
が
あ

る
。
一
致
協
力
し
ペ
ー
ス
を

上
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
T
P
P
、T
i
S
A

に
反
対

　
会
議
参
加
者
や
市
民
ら
数

千
人
に
よ
る
デ
モ
行
進
も
あ

り
、「
沈
黙
＝
死
」「
患
者
・

感
染
者
の
人
権
を
守
れ
」
と

叫
ぶ
声
が
上
が
っ
た
。
撃
墜

犠
牲
者
を
哀
悼
し
た
り
、
T

P
P（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

や
F
T
A
（
自
由
貿
易
協

定
）、
T
i
S
A
（
新
サ
ー
ビ

ス
貿
易
協
定
）
に
反
対
す
る

プ
ラ
カ
ー
ド
が
数
多
く
見
ら

れ
た
。

　
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
や
撃
墜
犠
牲
者
の
冥
福

を
祈
る
追
悼
集
会
で
は
、「
家

族
や
友
人
に
エ
イ
ズ
や
撃
墜

事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
は
い

ま
す
か
」
の
問
い
か
け
に
大

切
な
人
の
名
を
呼
ぶ
声
が
こ

だ
ま
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ

ト
を
手
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
。
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
元

米
大
統
領
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ボ
ブ
・
ゲ
ル
ド
フ
氏
ら

の
特
別
講
演
も
あ
っ
た
。

　
新
し
い
治
療
法
や
人
権
関

連
な
ど
3
0
0
0
演
題
が
発

表
さ
れ
た
。「
メ
ル
ボ
ル
ン
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
、
ゲ
イ
や

レ
ズ
ビ
ア
ン
な
ど
の
性
的
少

数
者
を
犯
罪
者
と
し
て
扱
う

立
法
・
政
策
や
、
差
別
・
偏

見
が
根
強
い
こ
と
へ
の
憂
慮

を
表
明
。「
誰
も
置
き
去
り
に

は
で
き
な
い
」
と
強
調
し
閉

幕
し
た
。

国
内
の
感
染
拡
大

予
算
増
額
の
声
も

　
日
本
国
内
の
新
規
エ
イ
ズ

患
者
・
H
I
V
感
染
者
の
報

告
数
は
高
止
ま
り
し
感
染
拡

大
が
続
い
て
い
る
。
重
い
症

状
が
出
て
初
め
て
気
づ
く

「
い
き
な
り
エ
イ
ズ
」
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

人
参
加
者
か
ら
は
「
若
者
か

ら
中
高
年
ま
で
の
広
報
や
検

査
体
制
、
治
療
な
ど
幅
広
い

支
援
策
が
必
要
で
予
算
を
増

や
す
べ
き
だ
」
と
の
声
が
聞

か
れ
た
。（
理
事
　
杉
山
正

隆
、
写
真
も
）

　「
A
I
D
S
2
0
1
4
」（
第
　
回
国
際
エ
イ
ズ
会
議
）
が
7
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

20

メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
か
れ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
M
H
　
便
撃
墜
で
研
究
者
ら
6
人
が
亡

17

く
な
り
悲
し
み
が
広
が
る
中
、「
ぺ
ー
ス
を
上
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
H
I
V
（
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
）
感
染
者
や
医
師
・
歯
科
医
師
、
教
育
関
係
者
、
法
律
家
ら
2
0
0
カ
国
以

上
か
ら
1
万
4
0
0
0
人
が
参
加
。
欧
米
や
ロ
シ
ア
、
中
国
、
日
本
な
ど
1
0
0
0
人

を
超
す
記
者
が
連
日
ト
ッ
プ
級
の
記
事
を
発
信
し
た
。

第20回国際エイズ会議

「2030年までにエイズ0」打ち出す
200カ国以上から1万4000人参加

新新新新新新新新新新・・・・・・・・・・味味味味味味味味味味わわわわわわわわわわいいいいいいいいいいとととととととととと文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化のののののののののの新・味わいと文化の旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅
別府・湯布院の別府・湯布院の旅旅

11月23日（日）・24日（月・祝）

猿11月23日（日）　※集合場所2カ所
　 12:30　大分空港集合
　 14:15　中津駅　集合
　 村上医家史料館・大江医家史料館、中津城見学
猿11月24日（月・祝）
　 金鱗湖・馬車にて湯布院散策（オプション　ステンドグラス体験）

教 募集定員　30人（限定15部屋）
教 参 加 費　お一人48,000円(2名様1室ご利用)
　　　　　　　        46,000円(3名様1室ご利用) 　　　　　　　　
 　　　　　　　　　45,000円(4名様1室ご利用)
                    ※1名1室ご利用の場合は要お問い合わせ
教 締 切 日　 9月30日（火）
申し込み・問い合わせ先：保団連（03-3375-5121）文化部（曽根・小林）

中津中津城城

メルボルン中心部でのパレードでは、「米国は
私たちの医薬品から手を引け」「ＴＰＰをやめ
ろ」と書かれた横断幕を手にデモ行進

「ＬＧＢＴ」などセクシャル・マイノリティ（性的弱
者）への十分な人権を求める記者会見では、参加者か
ら「人権を今こそ」と訴えるプラカードが掲げられた
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「
お
れ
、米
二
俵
も
も
ら
っ
て
奉
公
す
る
ん
だ
も
の

「
お
れ
、米
二
俵
も
も
ら
っ
て
奉
公
す
る
ん
だ
も
の
。。

う
ん
と
頑
張
ら
ね
ぇ
ど
、ば
ぢ
あ
だ
る
。ん
で
も
…

う
ん
と
頑
張
ら
ね
ぇ
ど
、ば
ぢ
あ
だ
る
。ん
で
も
…
……

お
れ
で
何
か
の
役
に
立
づ
ん
だ
べ
が

お
れ
で
何
か
の
役
に
立
づ
ん
だ
べ
が
」」

「
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
わ
。

「
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
わ
。
焦焦

ら
ず
に
、
ね

ら
ず
に
、
ね
」」

「
…
…
は
い

「
…
…
は
い
」」

「
さ
っ
そ
く
午
後
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
う
わ
ね

「
さ
っ
そ
く
午
後
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
う
わ
ね
」」

幸
子
は
大
き
な
瞳
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
、
ご

　
幸
子
は
大
き
な
瞳
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
、
ご
くく

り
と
唾
を
飲
み
込
ん
だ

り
と
唾
を
飲
み
込
ん
だ
。。

午
後
、
最
初
の
患
者
は
、
農
作
業
中
に
鎌
で
腕

　
午
後
、
最
初
の
患
者
は
、
農
作
業
中
に
鎌
で
腕
をを

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
男
性
だ
っ
た
。
周
子
の
後
ろ

傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
男
性
だ
っ
た
。
周
子
の
後
ろ
でで

お
ど
お
ど
と
立
っ
て
い
る
幸
子
は
、
さ
っ
き
か
ら

お
ど
お
ど
と
立
っ
て
い
る
幸
子
は
、
さ
っ
き
か
ら
患患

者
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
痛
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る

者
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
痛
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。。

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
ガ
ー
ゼ
と
り
か
え
て
く
れ
る
？

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
ガ
ー
ゼ
と
り
か
え
て
く
れ
る
？
」」

「
え
ぇ

「
え
ぇ
っっ
涯涯

…
…
あ
、
は
い

　
…
…
あ
、
は
い
」」

「
そ
こ
の
洗
面
器
で
手
を
消
毒
し
て
、
ピ
ン
セ
ッ

「
そ
こ
の
洗
面
器
で
手
を
消
毒
し
て
、
ピ
ン
セ
ッ
トト

で
な
で
な
」」

「
は
、
は
い

「
は
、
は
い
」」

幸
子
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
手
を
消
毒
し
た
。

　
幸
子
は
言
わ
れ
た
と
お
り
に
手
を
消
毒
し
た
。
震震

え
る
手
で
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
持
ち
、
恐
る
恐
る
ガ
ー

え
る
手
で
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
持
ち
、
恐
る
恐
る
ガ
ー
ゼゼ

を
つ
ま
む
。
不
安
そ
う
な
患
者
と
目
が
合
う
と
、

を
つ
ま
む
。
不
安
そ
う
な
患
者
と
目
が
合
う
と
、
ささ

ら
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
そ
ぅ
っ
と
ガ
ー
ゼ
を
剥

ら
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
そ
ぅ
っ
と
ガ
ー
ゼ
を
剥
がが

そ
う
と
し
た
瞬
間
、患
者
の
悲
鳴
が
上
が
る
。「
痛
で

そ
う
と
し
た
瞬
間
、患
者
の
悲
鳴
が
上
が
る
。「
痛
で
」」

と
言
わ
れ
る
と
動
き
が
止
ま
り
、
ま
た
少
し
動
く

と
言
わ
れ
る
と
動
き
が
止
ま
り
、
ま
た
少
し
動
く
とと

「
痛
で
で
」
と
言
わ
れ
る
。
幸
子
は
今
に
も
泣
き

「
痛
で
で
」
と
言
わ
れ
る
。
幸
子
は
今
に
も
泣
き
そそ

う
な
顔
で
ガ
ー
ゼ
を
い
っ
た
り
き
た
り
さ
せ
て

う
な
顔
で
ガ
ー
ゼ
を
い
っ
た
り
き
た
り
さ
せ
て
いい

たた
。。

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
貸
し
な
さ
い
。
そ
う

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
貸
し
な
さ
い
。
そ
う
いい

う
ふ
う
に
や
っ
た
ら
、
返
っ
て
痛
い
な
だ
。
び
っ

う
ふ
う
に
や
っ
た
ら
、
返
っ
て
痛
い
な
だ
。
び
っ
とと

剝
が
せ
、
び
っ
と
！

剝
が
せ
、
び
っ
と
！
」」

そ
の
言
葉
と
同
時
に
、
周
子
は
一
瞬
で
ガ
ー
ゼ

　
そ
の
言
葉
と
同
時
に
、
周
子
は
一
瞬
で
ガ
ー
ゼ
をを

引
き
剥
が
し
た
。
患
者
は
短
く
悲
鳴
を
上
げ
、
呆

引
き
剥
が
し
た
。
患
者
は
短
く
悲
鳴
を
上
げ
、
呆
然然

と
周
子
を
見
て
い
る

と
周
子
を
見
て
い
る
。。

「
…
…
な
？

こ
の
ほ
う
が
痛
く
な
い
べ
？

「
…
…
な
？
　
こ
の
ほ
う
が
痛
く
な
い
べ
？
」」

引
き
つ
っ
た
笑
顔
で
頷
く
患
者
に
、
周
子
は
満

　
引
き
つ
っ
た
笑
顔
で
頷
く
患
者
に
、
周
子
は
満
面面

の
笑
み
を
向
け
た

の
笑
み
を
向
け
た
。。

幸
子
の
口
か
ら
た
め
息
が
漏
れ
た
。

　
幸
子
の
口
か
ら
た
め
息
が
漏
れ
た
。　（
つ
づ
く
）

（
つ
づ
く
）

仲
が
良
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か
、
こ
の
常
連
患

　
仲
が
良
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か
、
こ
の
常
連
患
者者

の
愉
快
な
口
喧
嘩
は
い
つ
も
の
こ
と
で
、
待
合
室

の
愉
快
な
口
喧
嘩
は
い
つ
も
の
こ
と
で
、
待
合
室
のの

患
者
た
ち
は
、
声
を
殺
し
て
笑
い
合
っ
た

患
者
た
ち
は
、
声
を
殺
し
て
笑
い
合
っ
た
。。

傍
ら
で
少
女
だ
け
が
一
人
、
ひ
た
す
ら
困
っ
て

　
傍
ら
で
少
女
だ
け
が
一
人
、
ひ
た
す
ら
困
っ
て
いい

る
と
、
診
察
室
の
扉
が
開
い
た

る
と
、
診
察
室
の
扉
が
開
い
た
。。

「
次
の
方
、
中
へ
ど
う
ぞ
ー

「
次
の
方
、
中
へ
ど
う
ぞ
ー
」」

周
子
の
声
に
、
少
女
は
さ
っ
と
立
ち
上
が
り
、

　
周
子
の
声
に
、
少
女
は
さ
っ
と
立
ち
上
が
り
、
呼呼

ば
れ
た
人
よ
り
先
に
歩
き
だ
し
た

ば
れ
た
人
よ
り
先
に
歩
き
だ
し
た
。。

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
ダ
メ
だ
よ
、
横
入
り
し
て

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
ダ
メ
だ
よ
、
横
入
り
し
て
」」

「
ん
だ
ん
だ
、
次
は
お
れ
の
番
だ
じ
ぇ

「
ん
だ
ん
だ
、
次
は
お
れ
の
番
だ
じ
ぇ
」」

「
ち
が
う
ん
で
す
、
周
子
せ
ん
せ
、
あ
た
し

「
ち
が
う
ん
で
す
、
周
子
せ
ん
せ
、
あ
た
し
」」

騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
周
子
が
、
ぬ
っ
と
顔
を
出

　
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
周
子
が
、
ぬ
っ
と
顔
を
出
すす

と
少
女
は
叫
ん
だ

と
少
女
は
叫
ん
だ
。。

「
せ
ん
せ
、
あ
た
し
、
幸
子
で
す
！

「
せ
ん
せ
、
あ
た
し
、
幸
子
で
す
！
」」

「
─
─
あ
ら
、
さ
っ
ち
ゃ
ん

「
─
─
あ
ら
、
さ
っ
ち
ゃ
ん
」」

少
女
は
よ
う
や
く
少
し
微
笑
み
、
ぺ
こ
り
と
頭

　
少
女
は
よ
う
や
く
少
し
微
笑
み
、
ぺ
こ
り
と
頭
をを

下
げ
た

下
げ
た
。。

古
川
幸
子
は
こ
の
春
、
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か

　
古
川
幸
子
は
こ
の
春
、
中
学
を
卒
業
し
た
ば
か
りり

の

歳
だ
。診
療
所
の
助
手
を
探
し
て
い
た
周
子
は

の
　
歳
だ
。診
療
所
の
助
手
を
探
し
て
い
た
周
子
は
、、

１５１５
遠
縁
の
親
戚
の
幸
子
を
預
か
る
こ
と
に
し
た
。
お

遠
縁
の
親
戚
の
幸
子
を
預
か
る
こ
と
に
し
た
。
お
茶茶

を
淹
れ
よ
う
と
す
る
周
子
に
恐
縮
し
、
幸
子
が
急

を
淹
れ
よ
う
と
す
る
周
子
に
恐
縮
し
、
幸
子
が
急
須須

を
奪
お
う
と
す
る

を
奪
お
う
と
す
る
。。

「
周
子
せ
ん
せ
、
あ
た
し
が
す
る
っ
す

「
周
子
せ
ん
せ
、
あ
た
し
が
す
る
っ
す
」」

「
い
い
の
、い
い
の
。
そ
ん
な
に
気
ぃ
遣
わ
な
い
で

「
い
い
の
、い
い
の
。
そ
ん
な
に
気
ぃ
遣
わ
な
い
で
。。

で
も
早
か
っ
た
わ
ね
、
ま
だ
卒
業
式
終
わ
っ
て
な

で
も
早
か
っ
た
わ
ね
、
ま
だ
卒
業
式
終
わ
っ
て
な
いい

ん
じ
ゃ
な
い
の
？

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」」

「
い
い
な
だ
、
ち
ゃ
ん
と
、
卒
業
は
し
た
も
の
。

「
い
い
な
だ
、
ち
ゃ
ん
と
、
卒
業
は
し
た
も
の
。
うう

ぢ
の
人
が
一
日
も
早
く
奉
公
し
ろ
っ
て
。
周
子
せ

ぢ
の
人
が
一
日
も
早
く
奉
公
し
ろ
っ
て
。
周
子
せ
んん

せ
、
困
っ
て
だ
べ
が
ら
、
っ
て

せ
、
困
っ
て
だ
べ
が
ら
、
っ
て
」」

「
ご
め
ん
ね
、
な
ん
だ
か
急
が
せ
ち
ゃ
っ
た
の
ね

「
ご
め
ん
ね
、
な
ん
だ
か
急
が
せ
ち
ゃ
っ
た
の
ね
」」

そ
の
日
、
診
療
所
は
朝
か
ら
混
ん
で
い
た

　
そ
の
日
、
診
療
所
は
朝
か
ら
混
ん
で
い
た
。。

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ず
い
ぶ

　
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ず
い
ぶ
んん

遠
方
か
ら
来
て
い
る
患
者
も
い
る
。
待
合
室
の
畳

遠
方
か
ら
来
て
い
る
患
者
も
い
る
。
待
合
室
の
畳
のの

上
は
、
年
配
の
患
者
た
ち
が
慣
れ
た
様
子
で
陣
取

上
は
、
年
配
の
患
者
た
ち
が
慣
れ
た
様
子
で
陣
取
っっ

て
い
た
。
幸
い
に
も
一
刻
を
争
う
よ
う
な
患
者
は

て
い
た
。
幸
い
に
も
一
刻
を
争
う
よ
う
な
患
者
は
おお

ら
ず
、
皆
、
世
間
話
に
花
が
咲
い
て
い
た

ら
ず
、
皆
、
世
間
話
に
花
が
咲
い
て
い
た
。。

大
き
な
風
呂
敷
を
背
負
っ
た
少
女
が
や
っ
て
き

　
大
き
な
風
呂
敷
を
背
負
っ
た
少
女
が
や
っ
て
き
たた

の
は
、お
昼
少
し
前
だ
っ
た
。「
あ
の
ぉ
、先
生
は
？

の
は
、お
昼
少
し
前
だ
っ
た
。「
あ
の
ぉ
、先
生
は
？
」」

お
ど
お
ど
と
尋
ね
る
少
女
に
、
常
連
患
者
が
次
々

お
ど
お
ど
と
尋
ね
る
少
女
に
、
常
連
患
者
が
次
々
にに

質
問
を
投
げ
る

質
問
を
投
げ
る
。。

「
お
め
、
一
人
で
こ
ご
ま
で
来
た
の
が
？

「
お
め
、
一
人
で
こ
ご
ま
で
来
た
の
が
？
」」

少
女
は
こ
く
り
と
頷
く
。
こ
の
辺
り
で
は
見
か

　
少
女
は
こ
く
り
と
頷
く
。
こ
の
辺
り
で
は
見
か
けけ

な
い
可
愛
ら
し
い
少
女
に
、
皆
は
興
味
津
々
だ

な
い
可
愛
ら
し
い
少
女
に
、
皆
は
興
味
津
々
だ
。。

「
遠
く
が
ら
来
た
ん
だ
べ
？

若
い
の
に
、
可
哀

「
遠
く
が
ら
来
た
ん
だ
べ
？
　
若
い
の
に
、
可
哀
そそ

う
に
な
ぁ

う
に
な
ぁ
」」

「
ど
っ
か
苦
し
ぐ
な
い
が
？

ほ
だ
な
と
こ
に
突

「
ど
っ
か
苦
し
ぐ
な
い
が
？
　
ほ
だ
な
と
こ
に
突
っっ

立
っ
て
い
ね
ぇ
で
、
こ
ご
さ
来
て
座
れ

立
っ
て
い
ね
ぇ
で
、
こ
ご
さ
来
て
座
れ
」」

矢
継
ぎ
早
に
話
し
か
け
ら
れ
、少
女
は
動
け
な
い

　
矢
継
ぎ
早
に
話
し
か
け
ら
れ
、少
女
は
動
け
な
い
。。

「
初
め
で
だ
が
ら
作
法
わ
が
ん
ね
ぇ
ん
だ
な
。
そ

「
初
め
で
だ
が
ら
作
法
わ
が
ん
ね
ぇ
ん
だ
な
。
そ
ごご

の
帳
面
さ
名
前
書
い
で
、
こ
ご
で
座
っ
て
待
っ
て

の
帳
面
さ
名
前
書
い
で
、
こ
ご
で
座
っ
て
待
っ
て
るる

ん
だ
よ

ん
だ
よ
」」

「
…
…
で
も
、
あ
た
し
…
…

「
…
…
で
も
、
あ
た
し
…
…
」」

「
お
め
、
字
ぃ
書
が
ん
ね
ぇ
の
が
？

「
お
め
、
字
ぃ
書
が
ん
ね
ぇ
の
が
？
」」

「
そ
う
で
ね
く
て
、
私
、
周
子
先
生
に
─
─

「
そ
う
で
ね
く
て
、
私
、
周
子
先
生
に
─
─
」」

「
せ
ん
せ
は
、
今
忙
し
く
て
ダ
メ
だ
。
自
分
の
番

「
せ
ん
せ
は
、
今
忙
し
く
て
ダ
メ
だ
。
自
分
の
番
がが

来
る
ま
で
、
騒
が
ね
ぇ
で
待
っ
て
ろ
。
な

来
る
ま
で
、
騒
が
ね
ぇ
で
待
っ
て
ろ
。
な
」」

し
ょ
う
が
な
く
腰
を
降
ろ
す
少
女
に
、
な
お
も

　
し
ょ
う
が
な
く
腰
を
降
ろ
す
少
女
に
、
な
お
も
質質

問
が
飛
ぶ

問
が
飛
ぶ
。。

「
お
め
、
ど
ご
悪
い
の
や
？

「
お
め
、
ど
ご
悪
い
の
や
？
」」

「
こ
だ
な
娘
っ
子
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え
ね
ぇ
べ

「
こ
だ
な
娘
っ
子
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え
ね
ぇ
べ
」」

「
ん
だ
な
ぁ
。
お
め
み
だ
い
な
婆
さ
ん
ど
違
っ
て

「
ん
だ
な
ぁ
。
お
め
み
だ
い
な
婆
さ
ん
ど
違
っ
て
、、

恥
じ
ら
い
が
あ
る
が
ら
な

恥
じ
ら
い
が
あ
る
が
ら
な
」」

「
う
る
さ
い
わ
、
こ
の
タ
ヌ
ギ
お
や
ず

「
う
る
さ
い
わ
、
こ
の
タ
ヌ
ギ
お
や
ず
」」

「
な
ん
だ
ど
？

お
め
、
失
礼
だ
べ
！

「
な
ん
だ
ど
？
　
お
め
、
失
礼
だ
べ
！
」」

「
先
に
失
礼
な
ご
ど
言
っ
た
の
は
、
お
め
だ
べ
や

「
先
に
失
礼
な
ご
ど
言
っ
た
の
は
、
お
め
だ
べ
や
」」

「
お
め
ご
ぞ
、
人
よ
り
丈
夫
な
く
せ
に
、
病
人
の

「
お
め
ご
ぞ
、
人
よ
り
丈
夫
な
く
せ
に
、
病
人
の
ふふ

り
し
て
畑
仕
事
さ
ぼ
っ
て

り
し
て
畑
仕
事
さ
ぼ
っ
て
」」

「
ち
ょ
っ
と
！

な
ん
て
ご
ど
言
う
ん
だ

「
ち
ょ
っ
と
！
　
な
ん
て
ご
ど
言
う
ん
だ
」」

作
　
　
　
　あ
べ
　美
佳

絵
　題
字
　
井
桁
　裕
子

前
編
ま
で
の
あ
ら
す

前
編
ま
で
の
あ
ら
す
じじ

村
長
で
あ
る
父
に
懇
願
さ
れ
、
３
年
の
約
束
で
ふ
る
さ
と
大
井

　
村
長
で
あ
る
父
に
懇
願
さ
れ
、
３
年
の
約
束
で
ふ
る
さ
と
大
井
沢沢

の
診
療
所
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
周
子
。
し
か
し

の
診
療
所
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
 周
子
 。
し
か
し
、、
母
の
急
死

母
の
急
死

ち
か
こ

や
弟
・
陽
太
郎
の
戦
死
が
あ
り
、
東
京
に
戻
る
機
会
を
失
し
て

や
弟
・
陽
太
郎
の
戦
死
が
あ
り
、
東
京
に
戻
る
機
会
を
失
し
て
しし

ま
っ
た
。
戦
後
、
一
度
は
村
を
出
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
急
患
を

ま
っ
た
。
戦
後
、
一
度
は
村
を
出
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
急
患
を
前前

に
自
ら
こ
の
村
で
生
き
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
大
井
沢
に
戻
っ
た

に
自
ら
こ
の
村
で
生
き
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
大
井
沢
に
戻
っ
た
頃頃

は

歳
だ
っ
た
周
子
も
、
気
が
つ
け
ば

歳
に
な
っ
て
い
た

は
　
歳
だ
っ
た
周
子
も
、
気
が
つ
け
ば
　
歳
に
な
っ
て
い
た
。。

２６２６
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後
編

　
山
口
県
の
食
と
し
て
思
い

浮
か
ぶ
は
、
言
わ
ず
と
知
れ

た
「
 河
豚
 」
で
し
ょ
う
。「
河

ふ
ぐ

豚
」
は
下
関
市
 南
風
泊
 市
場

は
え
ど
ま
り

や
周
南
市
 粭
島
 が
有
名
な

す
く
も
じ
ま

冬
の
名
物
で
す
が
、
夏
の
名

物
と
し
て
は
、 防
府
 市
野
島

ほ
う
ふ

第１5回

防
府
名
物
　
天
神
鱧

で
水
揚
げ
さ
れ
る
「
 鱧
 」
が

は
も

あ
り
ま
す
。

　
防
府
平
野
を
貫
く
 佐
波
川
 

さ
ば
が
わ

を
は
じ
め
、
中
四
国
・
九
州

の
豊
か
な
河
川
か
ら
流
れ
出

る
自
然
の
栄
養
素
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
西
瀬
戸
内
海
域
で

育
っ
た
鱧
。
そ
れ
が
私
の
地

元
、
防
府
名
物
「
鱧
」
で
す
。

　
鱧
は
生
命
力
が
強
く
、
昔

は
生
魚
が
手
に
入
ら
な
か
っ

た
京
都
で
も
、
西
瀬
戸
内
海

で
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の
が
生

き
た
ま
ま
運
ば
れ
て
き
た
貴

重
な
魚
で
し
た
。
京
都
祇
園

祭
は
「
鱧
祭
」
と
も
呼
ば
れ

る
ほ
ど
有
名
で
す
。
防
府
市

で
は
、
2
0
0
6
年
に
地
産

地
消
し
よ
う
と
「
天
神
鱧
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
ま
し

た
。
名
の
由
来
は
日
本
三
大

天
神
の
ひ
と
つ
「
防
府
天
満

宮
」
か
ら
で
す
。

　
鱧
は
小
骨
が
多
く
「
骨
切

り
」
と
い
う
独
特
の
処
理
が

必
要
で
す
。
薄
い
皮
一
枚
を

残
し
て
身
の
中
の
小
骨
を
垂

直
に
刻
ん
で
い
く
技
法
で
す

が
、
そ
の
正
確
さ
が
味
を
決

め
る
と
言
わ
れ
ま
す
。「
は
も

塾
加
盟
店
」
と
し
て
あ
る
市

内
の
　
店
舗
で
は
、「
鱧
そ
う

12

め
ん
」「
鱧
寿
司
」「
鱧
し
ゃ

ぶ
」「
鱧
の
刺
身
」
な
ど
、
新

鮮
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
天
神

鱧
料
理
が
、
産
地
な
ら
で
は

の
熟
練
の
調
理
法
で
ご
堪
能

頂
け
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
A
が

豊
富
で
、
皮
の
部
分
に
は
コ

ン
ド
ロ
イ
チ
ン
が
多
く
含
ま

れ
、
肌
の
老
化
を
抑
え
る
働

き
が
あ
る
そ
う
で
す
。
残
暑

厳
し
い
夏
バ
テ
に
も
良
い
と

か
。
　
お
い
で
ま
せ
外
 山
口
県

防
府
市
へ
。
ぜ
ひ「
天
神
鱧
」

を
ご
賞
味
い
た
だ
け
る
と
幸

せ
ま
す
。

（
山
口
県
保
険
医
協
会
副
会

長
・
緒
方
一
昌
）

夏バテにも良いとされる
　　  栄養豊富な鱧

「志田周子の生涯を銀幕に甦らせ
る会」では現在、映画化に向けて
の制作資金を募っています。
（一口5000円から）
鴨振込先鴨　
ゆうちょ銀行　02250-9-135611
志田周子の生涯を銀幕に甦らせる会
鴨連絡先鴨　
始 0237-74-3131　
shogai@town.nishikawa.yamagata.jp
 http://www.sidachikako.com/ 

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概

「いしゃ先生」映画化へ始動

　
本
紙
で
昨
年
5
月
か
ら
連
載
の
小
説「
い
し
ゃ
先
生
」

の
映
画
化
が
正
式
に
決
定
し
た
。
小
説
の
舞
台
の
山
形

県
西
川
町
で
は
、
衣
装
や
美
術
の
制
作
な
ど
、
準
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
。

｢いしゃ先生｣映画化に向けて、衣装
製作に励むスタッフの人々

　「
い
し
ゃ
先
生
」
は
、
昭
和

の
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け

て
、
当
時
無
医
村
だ
っ
た
山

形
県
西
川
町
大
井
沢
地
区
で

地
域
医
療
に
尽
力
し
た
医

師
、
志
田
周
子
の
活
躍
を
描

い
た
も
の
。
周
子
は
貧
困
や

医
療
に
対
す
る
無
知
と
た
た

か
う
中
で
、
少
し
ず
つ
村
民

に
受
け
入
れ
ら
れ
、
生
涯
を

大
井
沢
の
医
療
に
捧
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
小
説
の
舞
台
の
西
川
町
で

は
、
2
0
1
3
年
に
「
志
田

周
子
の
生
涯
を
銀

幕
に
甦
ら
せ
る

会
」
が
発
足
し
、

映
画
化
を
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
、
取

り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
先
月
、
費

用
捻
出
の
目
途
が

つ
い
た
こ
と
で
、

映
画
制
作
を
正
式

決
定
。
秋
に
は
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
の
予

定
だ
。

　
8
月
　
、　
日
に
は
、
衣

23

24

装
制
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
た
。
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
自

前
の
古
着
を
持
ち
寄
り
、
映

画
用
に
加
工
す
る
。作
業
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
た
。
同
時

期
に
行
わ
れ
た
、
当
時
の
診

療
所
を
映
画
の
セ
ッ
ト
と
し

て
使
う
た
め
の
美
術
制
作
を

支
え
て
い
る
の
も
、
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

　
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
は
、
県
内
外
か
ら
　
人
以

50

上
が
参
加
し
た
。
中
に
は
、

「
昔
、
志
田
先
生
に
お
世
話

に
な
っ
た
」
と
い
う
人
も
。

　
保
団
連
も
映
画
制
作
に
協

力
し
、
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及
、

制
作
資
金
の
募
金
へ
の
協
力

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

地域医療に尽力した女性医師描く
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灰
を
浴
び
る
事
件
が
起
こ
っ

た
。
敗
戦
か
ら
9
年
、
い
ま

だ
戦
争
や
原
爆
の
記
憶
が

生
々
し
く
残
っ
て
い
た
日
本

人
は
、
再
び
核
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
時
代

に
人
々
の
心
を
つ
か
む
映
画

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

宝
田
　「
ゴ
ジ
ラ
」は
9
6
1

万
人
も
の
観
客
を
動
員
し
ま

し
た
。
当
時
の
日
本
の
人
口

の
約
　
%
が
観
た
こ
と
に
な

11

る
。
劇
中
、
私
は
「
ゴ
ジ
ラ

こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に

今
な
お
覆
い
か
ぶ
さ
る
水
爆

そ
の
も
の
だ
」
と
い
う
台
詞

を
も
ら
っ
た
。
核
の
恐
怖
が

リ
ア
ル
な
時
代
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
ゴ
ジ
ラ
の
襲
来
で
東

京
が
焼
け
野
原
に
な
る
場
面

も
、
東
京
大
空
襲
の
惨
状
を

思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
人
間
を
襲
う
ゴ

ジ
ラ
は
単
な
る
破
壊
者
で
は

な
い
。
凶
悪
な
兵
器
を
生
み

出
し
て
し
ま
っ
た
人
間
自
身

を
懲
ら
し
め
る
存
在
「
水
爆

の
落
と
し
子
」
と
し
て
描
か

れ
ま
し
た
。
単
な
る
モ
ン
ス

タ
ー
映
画
で
は
な
か
っ
た
。

宝
田
　
私
自
身
、
戦
争
の
悲

惨
さ
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
体

験
し
ま
し
た
。
幼
少
期
に
ハ

ル
ビ
ン
（
旧
満
州
）
で
終
戦

を
迎
え
、
命
か
ら
が
ら
引
き

揚
げ
て
き
た
。
ご
婦
人
が
ソ

連
兵
に
辱
め
を
受
け
る
姿
も

見
た
。
戦
争
の
中
で
は
人
間

の
命
の
尊
厳
が
ど
こ
か
に
置

き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
戦
争
は
こ
の
世
で
一

番
の
大
罪
だ
と
思
っ
た
。
永

久
に
戦
争
を
し
な
い
と
宣
言

し
た
憲
法
9
条
は
、
世
界
に

冠
た
る
も
の
で
す
。

住
江
　
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
場

所
は
私
た
ち
医
師
、
医
学
者

に
と
っ
て
も
忘
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
土
地
だ
。
私
た

ち
は
い
ま
、
第
2
次
大
戦
期

の
旧
日
本
軍
に
設
置
さ
れ
た

生
物
・
化
学
兵
器
開
発
部
隊
、

「
7
3
1
部
隊
」
の
検
証
を

進
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
人
間
を「
マ
ル
タ
」

と
呼
び
、
非
人
道
的
な
人
体

実
験
を
行
っ
た
医
師
、
医
学

者
の
戦
争
犯
罪
。
こ
の
過
ち

を
埋
も
れ
さ
せ
ず
、
反
省
と

未
来
の
医
療
へ
の
教
訓
を
引

き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

宝
田
　
い
ま
、
世
の
中
が
ど

う
も
き
な
臭
い
。
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
安
倍
首
相
を
は
じ

め
、
戦
争
を
知
ら
な
い
国
会

議
員
達
が
息
巻
い
て
い
る
。

戦
争
や
核
の
恐
怖
に
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
な
い
世
代
の
今
後

に
不
安
を
感
じ
ま
す
。

住
江
　
閣
議
決
定
は
、
歴
代

の
内
閣
の
憲
法
解
釈
を
ま
っ

た
く
覆
す
乱
暴
な
も
の
で
し

た
。
他
国
が
始
め
た
戦
争
に

加
担
す
る
道
を
開
く
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
お
っ
し
ゃ
る

宝
田
　「
ゴ
ジ
ラ
」は
私
の
初

め
て
の
主
演
映
画
で
す
。
私

の
役
者
人
生
も
今
年
で
　60

年
。
ゴ
ジ
ラ
は
偉
大
な
同
期

生
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
江
　
実
を
言
う
と
私
は

「
ゴ
ジ
ラ
」
映
画
を
よ
く
知

ら
ず
に
い
ま
し
た
。
水
爆
実

験
で
目
覚
め
た
怪
獣
が
人
間

文
明
に
襲
い
掛
か
る
な
ど
、

「
荒
唐
無
稽
な
モ
ン
ス
タ
ー

映
画
」
く
ら
い
に
し
か
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、「
ゴ
ジ
ラ
」
が
公

開
さ
れ
た
の
は
1
9
5
4
年

　
月
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
年

11の
3
月
に
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で

米
国
が
行
っ
た
水
爆
実
験
に

よ
っ
て
第
五
福
竜
丸
が
死
の

よ
う
に
、
戦
争
の
恐
怖
に
鈍

感
な
安
倍
首
相
に
は
歯
止
め

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
原
発
事
故
を
経
験
し
た

国
民
に
は
、
核
＝
原
発
の
恐

怖
へ
の
新
た
な
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
た
。
若
い

世
代
を
中
心
に
首
相
官
邸
前

の
デ
モ
行
動
な
ど
、
新
し
い

流
れ
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
ま
た
、
映

像
作
品
や
戦
争
体
験
者
の
言

葉
を
通
じ
て
、
戦
争
の
悲
惨

な
記
憶
を
つ
な
い
で
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
ね
。

宝
田
　
ぜ
ひ
国
会
で
「
ゴ
ジ

ラ
」
を
上
映
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
そ
し
て
、　
年
前
、

60

こ
の
映
画
で
私
た
ち
が
何
を

警
告
し
た
か
っ
た
の
か
を
考

え
て
み
て
ほ
し
い
。

　
戦
争
や
核
の
問
題
に
こ
の

ま
ま
知
ら
ん
顔
は
で
き
な

い
。
私
も
、
昭
和
ひ
と
け
た

生
ま
れ
の
男
で
す
が
、
ゴ
ジ

ラ
と
一
緒
に
最
後
に
雄
た
け

び
を
上
げ
て
や
ろ
う
、
な
ん

て
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

【
聞
き
手
は
編
集
部
】

　「
ゴ
ジ
ラ
」
第
一
作
が
公
開
さ
れ
た
1
9
5
4
年
、
俳

優
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、同
作
に
主
演
し
た
宝
田
さ
ん
。

戦
争
の
悲
惨
な
記
憶
が
風
化
し
、
右
傾
化
す
る
日
本
社

会
を
危
険
視
す
る
。「
医
療
と
戦
争
は
最
も
相
容
れ
な

い
。
戦
争
の
記
憶
を
つ
な
が
な
け
れ
ば
」。
医
療
人
と
し

て
、
住
江
会
長
が
応
じ
た
。

宝田　明（たからだ・あきら）
　旧満州ハルピン出身。1954年第6期東宝ニューフェイスとして、『か
くて自由の鐘は鳴る』で映画デビュー。映画出演本数は200本を超える。
舞台・映画・テレビ等、多方面で活躍中。

保団連会長 住江憲勇

国会議事堂を破壊するゴジラ　1954年「ゴジラ」から○Ｃ TOHO CO., LTD.

「ゴジラ（昭和29年度作品）
【60周年記念版】」
DVD発売中 ￥2,500＋税
発売・販売元：東宝

猿
モ
ン
ス
タ
ー
映
画
で
は

　
な
か
っ
た

猿
憲
法
9
条
は
世
界
に

　
冠
た
る
も
の

猿
戦
争
知
ら
な
い
国
会
に

　
不
安

医療政策に関する情報をいち早く、
的確にチェックできるニュースサイト
病床機能報告制度への対応 医療事故調創設の影響

□1
□2

ＣＢニュース

ＣＢnewsマネジメント
今なら下記キャンペーンコード入力で
購読料 15％ＯＦＦ！！

コード  ：  ｈｏｄ１
株式会社キャリアブレイン　CBニュース編集部
〒105-0013　東京都港区浜松町1-18-16

Mail：ml-press@cabrain.co.jp
TEL：03-6430-3905　FAX：03-6430-3915

など、さまざまな医療トピックを弊社記者が独自に取材して解説します！

無料！

ＣＢニュース 検索検索検索検索索索検索検索検検索索

ニュースを詳細解説！

医療ニュース速報サイト

エイチ・オー・ディー・イチ
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